
様式第２号(その１の１）

年
　　 　 　 　 　 第

医学部 北海道旭川市緑が丘東２条１丁目１番１号
医学科 6

( ） ( ） 第１年次
３年次

看護学科 4 平成８年４月
第１年次

医学系研究科 北海道旭川市緑が丘東２条１丁目１番１号
修士課程 　

看護学専攻 2 - 平成１２年４月
第１年次

博士課程
医学専攻 4 - 平成１９年４月

第１年次

( ） 　 ( ）

- 　　 - 　 - 　 - - 単位

兼任

教員

　

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

卒業要件単位数
実習

平成３０年４月

計

　　保健管理センター
1

博士(医学）

640

　

10

基　　　本　　　計　　　画　　　書

基　　　　　　　　　　本　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　画

事 項 記　　　　　　　　　　入　　　　　　　　　　欄 備　考

315 0 127

1

-

フ リ ガ ナ ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝ　ｱｻﾋｶﾜｲｶﾀﾞｲｶﾞｸ
国立大学法人　　　旭川医科大学設 置 者

計 画 の 区 分 医学部の収容定員変更

新
設
学
部
等
の
概
要

定   員

　（　）内は平成29年度を期
限とする医学部臨時定員
の再度の定員増を行わな
かった場合の、入学定員、
編入学定員及び収容定員
となる。
　また、医学部医学科の平
成29年度の入学定員112
名のうち7名はH21年度に
「緊急医師確保対策」によ
り臨時定員増を、うち5名は
H21年度に「経済財政改革
基本方針2008」により恒久
定員増を、またうち10名は
H22年度に「経済財政改革
基本方針2009」により臨時
定員増を実施したものであ
る。
　また、平成29年度の編入
学定員は二年次編入が10
名、収容定員は722名であ
る。
　今回の2名の入学定員の
増員は平成29年度を期限
とする医学部臨時定員の
再度の定員増による平成
31年度までの臨時定員増
である。

フ リ ガ ナ ｱｻﾋｶﾜｲｶﾀﾞｲｶﾞｸ
旭川医科大学　（Asahikawa Medicaj College)大 学 の 名 称

学士(医学）

大 学 本 部 の 位 置 北海道旭川市緑が丘東２条１丁目１番１号

大 学 の 目 的
　国立大学法人法(平成15年法律第112号)，教育基本法(昭和22年法律第25号)及び学校教育法(昭和22年法律第26号)に
基づき，進歩した医学及び看護学を教授研究するとともに人命尊重を第一義とし，医の倫理に徹した人格高潔な医師及び
医学研究者並びに豊かな教養と人格を備えた看護職者及び看護学研究者を育成することを目的とする。

定員

新設学部 等の 目的
　平成22年6月18日に閣議決定された「新成長戦略」を踏まえ，北海道内における医師定着を図り，医師不足を解消するこ
とを目的として，医学部医学科の入学定員の増員（2人）を行うものである。

新設学部等の名称
修業

所    在    地

年 人 年次 人

開設時期及
び開設年次は称号

学位又
年限 定員

107 10 644

入学 編入学 収容

月
人 年次

２年次

60

16 32 修士(看護学）

105 　

260 学士(看護学）

同一設置者内における

計 　 992196

15 60

198 20 996

名 称 の 変 更 等 ）

教育
課程

新設学部等の名称

-

変 更 状 況
該当なし

（ 定 員 の 移 行 ，

開設する授業科目の総数

講義 演習

新
設
分

科目 科目 科目

　　知的財産センター

1
1

10

科目

医学系研究科　博士課程医学専攻

　　　　　　　　　　修士課程看護学専攻

           看護学科

　　一般教育

62

　　復職・子育て・介護支援センター

　　教育研究推進センター

教
 

員
 

組
 

織
 

の
 

概
 

要

学　部　等　の　名　称
専　任　教　員　等

教授 准教授 講師 助教 計 助手

計

合　　　　　計

既
設
分

なし

計

6542

- -

-

　　入学センター

　　教育センター

　　脳機能医工学研究センター
1 1

-

1270315146

-
-

-

-

-

1

-

1
01

-

1

-

1

1 3
0

01
1 1

2

3

1

3
1

2

0
3

5 0
1

127

    医学部　医学科

22
22 0
5

146 31562 42 65

-
-

-

62

6
1 4
1 4

6
10
7
7 5 4

5 4
5 4
5 4 9 28 68

250 0 59

9 28 0 68

39 27
39 27 55 129

59

0 68
9 28 0 68

人

28

55 129 250 0

9

人 人
59

129 250 0 59

人
250 0129

10 5 4
10 5 4

39 27 55

人 人 人
39 27 55

0
42 65

127

- - - -

- -

0146 315

- -
- -

-

62 146

42 65
-

1 1
1 1 0

1 0
1
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  ( )   ( ) ( )
         
  ( )   ( )  ( )
         
  ( )   ( )  ( )
         
  ( )   ( )  ( )
     
 ( )   ( )  ( )

　

　

0

（ （ （ 0 （

1 1

（補助職員　　　　0人）

[69,367] [1,733] [3,770]

[69,367]) [1,733]) [3,770])

[73,070] [1,733] [3,770] 0

[69,367]) [1,733]) [3,770])

- 千円 - 千円 - 千円 - 千円 - 千円 - 千円

　 ―  

旭川医科大学

入学 編入学 収容 学位又 定   員

定員 定   員 定員 は称号 超過率

　

医学部 2年次

医学科 6 平成22年度

　

3年次

看護学科 4 平成８年度

医学系研究科 　

修士課程 　

看護学専攻 2 - 平成12年度

博士課程

医学専攻 4 - 平成19年度

細胞・器官系専攻 4 - - - - 昭和54年度

 4  - - - - 昭和54年度

4 - - - - 昭和54年度

人間生態系専攻 4 - - - - 昭和54年度

　 　

：
：
：
：
：

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　　　種  兼　　　任 計

大学全体

人 人 人

事 務 職 員
144 0 144
144 0 144

技 術 職 員
873 0 873
873 0 873

図 書 館 専 門 職 員
5 0 5
5 0 5

そ の 他 の 職 員
4 0 4
4 0 4

計
1,026 0 1,026
1,026 0 1,026

校
　
地
　
等

区 分 専 用 共 用
共用する他の

計
学校等の専用

校 舎 敷 地 89,246 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 89,246 ㎡

運 動 場 用 地 61,692 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 61,692 ㎡

小 計 150,938 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 150,938 ㎡

そ の 他 9,353 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 9,353 ㎡

合 計 160,291 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 160,291 ㎡

校　　　　  　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

46,527 ㎡ 0 ㎡ ㎡ 46,527 ㎡

46,527 ㎡） 0 ㎡） ㎡） 46,527 ㎡）

教 室 等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

14 室 15 室
室

　 　

大学全体室

（補助職員　　　1人）

専　　任　　教　　員　　研　　究　　室
新設学部等の名称 室　　　　　数

大学全体 132 室

室 5

図
書
・
設
備

図書 学術雑誌
視聴覚資料 機械・器具 標本

新設学部等の名称 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

大学全体
160,864 4,216 3,770 3,253 13 0

(160,864 (4,216 (3,770 (3,253) (13) (0)

3,253 13

(160,864 (4,216 (3,770 (3,253) (13) (0)

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

計
160,864 4,216 3,770

大学全体

2,735 ㎡ 288 139,417

体育館

面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

1,082 ㎡
武道館 陸上競技場 野球場

テニスコート　6面 弓道場 サッカー場・ラグビー場

経費の
見積り
及び維
持方法
の概要

経費
の見
積り

区　　分 開設前年度 第１年次 第２年次

設 備 購 入 費 － 千円 － 千円 － 千円

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

国費による

教員１人当り研究費等 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円

共 同 研 究 費 等 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円

図 書 購 入 費 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円

－ 千円 － 千円 － 千円 － 千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

学生納付金以外の維持方法の概要

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称

学部等の名称
修業 開設

所　在　地
年限 年度

年 人 年次 人 倍

人

北海道旭川市緑が丘東２条
１丁目１番１号112 10 722 学士(医学） 1.00

60 10 260 学士(看護学） 1.00

北海道旭川市緑が丘東２条
１丁目１番１号

16 32 修士（看護学） 1.09

15 45 博士(医学） 1.13

博士(医学）

生体情報調節系専攻 博士(医学）
平成１９年度より学生
募集停止

生体防御機構系専攻 博士(医学）

博士(医学）

附属施設の概要

名 称 旭川医科大学病院
目 的 医学教育，研究及び診療
所 在 地 北海道旭川市緑が丘東２条１丁目１番１号
設置年月 昭和５１年５月
規 模 等 敷地　 71,537 ㎡ 建物面積 60,513 ㎡

 ２



入学
定員

編入学
定員

収容
定員

入学
定員

編入学
定員

収容
定員 変更の事由

旭川医科大学 旭川医科大学

　医学部 　医学部
２年次 ２年次

　　医学科 105 10 　　医学科 107 10 定員変更（2）
３年次 ３年次

　　看護学科 60 10 　　看護学科 60 10

2年次 2年次

10 10
3年次 3年次

10 10

旭川医科大学大学院 旭川医科大学大学院

　医学系研究科 　医学系研究科

　看護学専攻（M） 16 - 32 　看護学専攻（M） 16 - 32

　医学専攻（D) 15 - 60 　医学専攻（D) 15 - 60

計 31 - 92 計 31 - 92

計 167 644

移行表

計 165 640

平成30年度
（医学部定員増をしなかった場合）

平成30年度
（医学部定員増をした場合）

640 644

3



R3,2,S2,1 2,543㎡

駐輪場

(002)実験実習機器ｾﾝﾀｰ1

平13 R1 165㎡

駐車場(102台)

平18 S1 294㎡

(026)共通棟（A）

Ｓ

駐車場(保育所用)(7台)

駐車場(看護師宿舎用48台)

(027)保育所

平18 S1 1,047㎡

(009)動物実験施設

12,612㎡

平7 S1 303㎡

テニスコート

地区計画区域

Ｓ

　サッカー・ラグビー場

(020)弓道場

駐車場(221台)

(015)体育管理施設

駐車場(209台)

(008)本部管理棟

大学の森

駐車場(109台)

外来診療棟(医療情報)

(024)臨床研究棟

平2 S1 466㎡

駐車場(103台)

駐車場(50台)

(018)犬舎

(023)物品庫

駐車場(68台)

昭51,53 R5 5,709㎡

昭50,53,57,60

駐車場(3台)

(012)看護師宿舎(平5改修)

MRI-CT装置棟

外来診療棟(平18改修)

昭63 R5 1,318㎡

駐車場(173台)

駐車場(42台)

(004)福利施設

野球場

住居専用地域

昭53 R1 241㎡

第２種中高層住居専用地域

昭61 B1 90㎡

高ｴﾈﾙｷﾞｰ施設

昭53 R1 160㎡

(022)武道場

駐車場(3台)

(014)看護師宿舎(平5改修)

第１種低層住居専用地域

駐車場(53台)

(007)病院

駐車場(夜勤者用52台)

(013)看護師宿舎(平5改修)

昭51 R1 448㎡

駐車場(53台)

昭49,60 R2 2,331㎡

特殊診療棟(平18改修)

昭56 W1 78㎡

第１種低層

昭51,R1 535㎡  

陸上競技場

配　　置　　図

昭49-53 R2 2,587㎡

Ｔ Ｓ

第２種中高層住居専用地域
地区計画区域

(028)共用研究棟

Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ

(016)廃棄物処理施設

Ｓ

第２種中高層住居専用地域

(005)中央機械室

Ｓ

平13

Ｓ

Ｓ
新病棟

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

昭51,52,53,平2,5,15

昭51,平16 R3 3,676㎡

昭51,平15 R3 5,342㎡

病棟(平15,16,18改修)

中央診療棟Ｂ(平16改修)

Ｓ

Ｓ

中央診療棟Ａ(平15改修)

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

玄関棟(平18改修)

Ｓ
Ｓ

昭54 R1 20㎡

Ｓ

(019)危険物保管庫

昭51,56,62,平12

(029)共通棟（B）

食堂棟
平22 R2-1

駐車場(40台)

(007)医療ｶﾞｽ庫
平15 R1 40㎡

平25 R2-1 944㎡

道道90号線

25.000ｍ

（環状1号線）

市道 18.180ｍ

15.0
00ｍ

市道

国立大学法人等施設実態報告（様式２）

着陸帯

ヘリポートドクターヘリ

格納庫

冬期主風向

Ｎ

夏期主風向

２３１,８２８㎡

建物延面積 作成年度学　　校　　名

旭川市緑が丘東２条１丁目１番１号

容 積 率

旭 川 医 科 大 学０４０４

所　　在　　地団 地 名敷地面積

５２．０％ ００１

学　部　等　名

１６.０％ 緑が丘東医　学　部

学校番号建築面積 団地番号建ぺい率 全学生数

40200 3010 50 100 150ｍ

水槽

ツインハープ橋

国道237号線

平11　R3　885㎡

SR10-1

昭51 SR3 5,177㎡

SR11-1 24,518㎡

(003)体育館
昭49 S1 1,082㎡

(011)臨床講義棟

平24 S3 1,078㎡

1,290㎡

R3 3,171㎡

昭56 R3 1,083㎡
平8,9 R4 1,718㎡

昭50,53 R2 2,142㎡

昭49,54,59 SR4 7,239㎡

平20 S2 1,500㎡

(010)ＲＩ研究施設
昭50,58 R2 948㎡

(025)看護学科棟
平10 SR6 3,986㎡
平11 SR6 2,491㎡

昭51,54 R1 1,590㎡

昭58 RS1 424㎡

昭50-53 SR8 13,997㎡

(006)総合研究棟（平21-23改修）

(001)講義実習棟（平24－25改修）

(017)図書館
昭53,平13 R2 1,791㎡（平26改修）

(017)図書館

S=1/3,000

R5 3,652㎡

３６,２３７㎡ １２０,７１１㎡ １，１１７人

昭49,55,63

(021)実験実習機器ｾﾝﾀｰ2
（平27改修）

Ｈ２９



道内位置図　Ｓ＝１：３，０００，０００

室蘭

太平洋

苫小牧

旭川

オホーツク海

札幌

①②

函館

Ｎ

日本海
根室

釧路

礼文島

網走

北見

富良野

利尻島

小樽

滝川

帯広

稚内

名寄

道道９０号線（環状１号線）

Ｎ

石狩川

至
　
稚
内
・
網
走

国
道
３
９
号
線

神楽岡駅

四条通

旭川市街

至　札幌

国
道
４
０
号
線

国
道
１
２
号
線

旭川駅

市街位置図　Ｓ＝１：３０，０００

美瑛川

緑が丘駅国道２３７号線

② 緑が丘団地

上川神社

一条通

忠別川

至 富良野

① 緑が丘東団地

西御料駅

動物実験施設

病院

共通棟・保育所

２

１

団地名 学　　部　　等　　名所　　　在　　　地

職員宿舎・国際交流センター・研修医宿泊施設

職員宿舎・共用実験棟
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○旭川医科大学学則 
平成16年4月6日 
旭医大達第150号 

最近改正 平成  年  月  日旭医大達第 号 
第1章 総則 

（目的及び使命） 
第1条 旭川医科大学（以下「本学」という。）は，国立大学法人法（平成15年法律第112
号），教育基本法（平成18年法律第120号）及び学校教育法（昭和22年法律第26号）に

基づき，進歩した医学及び看護学を教授研究するとともに人命尊重を第一義とし，医の倫

理に徹した人格高潔な医師及び医学研究者並びに豊かな教養と人格を備えた看護職者及

び看護学研究者を育成することを目的とし，医学及び看護学水準の向上と社会の福祉に貢

献することを使命とする。 
（学部の組織） 

第2条 本学に医学部を置く。 
2 医学部に医学科及び看護学科を置く。 
（講座及び学科目） 

第3条 医学部における講座及び学科目は，別に定める。 
（学生定員） 

第4条 医学科の学生定員は，入学定員95人，第2年次編入学定員10人，収容定員620人と

し，看護学科の学生定員は，入学定員60人，第3年次編入学定員10人，収容定員260人と

する。 
第2章 修業年限及び在学期間 

（修業年限） 
第5条 医学科の修業年限は，6年（第2年次編入学者は5年）とし，看護学科の修業年限は，

4年（第3年次編入学者は2年）とする。 
（在学期間） 

第6条 医学科の在学期間は，12年（第2年次編入学者は10年），看護学科の在学期間は，8
年（第3年次編入学者は4年）を超えることができない。ただし，同一学年に2年を超えて

在学することはできない。 
第3章 学年，学期及び休業日 

（学年） 
第7条 学年は，4月1日に始まり，翌年3月31日に終わる。 

（学期） 
第8条 学期を分けて，次の2学期とする。 

前期 4月1日から9月30日まで 
後期 10月1日から翌年3月31日まで 

（休業日） 
第9条 授業を行わない日（以下「休業日」という。）は，次のとおりとする。なお，第4
号の休業期間は，毎年度学年暦により定めるものとする。 
(1) 日曜日及び土曜日 
(2) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 
(3) 本学記念日 11月5日 
(4) 春季，夏季及び冬季休業期間 
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2 臨時休業日は，その都度定める。 
第4章 教育課程及び履修方法等 

（教育課程） 
第10条 医学科の授業科目は，基礎教育科目，Introduction to Clinical Medicine科目（以

下「ICM科目」という。），基礎医学科目及び臨床医学科目とする。 
2 前項の授業科目の名称，単位数等については，別表1に定めるとおりとし，当該授業科

目の履修年次は，別に定める。 
3 看護学科の授業科目は，一般基礎科目，専門基礎科目及び専門科目とする。 
4 前項の授業科目の名称，単位数等については，別表2に定めるとおりとし，当該授業科

目の履修年次は，別に定める。 
（授業の方法及び単位の計算方法） 

第11条 授業は，講義，演習，実験，実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併

用により行うものとする。 
2 前項の授業は，文部科学大臣が別に定めるところにより，多様なメディアを高度に利用

して，当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 
3 単位の計算方法は，別に定めるものを除き，1単位の授業科目を45時間の学修を必要と

する内容をもって構成することを標準とし，次の基準により計算するものとする。 
(1) 講義及び演習については，15時間から30時間までの範囲の授業をもって1単位とす

る。 
(2) 実験，実習及び実技については，30時間から45時間までの範囲の授業をもって1単
位とする。 

（授業期間） 
第12条 1年間の授業を行う期間は，定期試験等の期間を含め，35週にわたることを標準と

する。 
（単位修得の認定） 

第13条 単位修得の認定は，試験その他の審査によりこれを行う。 
2 前項の試験及び審査の方法並びに学習の評価については，別に定める。 

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等） 
第14条 本学が教育上有益と認めるときは，他の大学又は短期大学との協議に基づき，学

生に他の大学又は短期大学の授業科目を履修させることができる。 
2 前項により履修した授業科目について修得した単位は，別に定めるところにより60単位

を超えない範囲で，本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができ

る。 
3 前2項の規定は，学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する。 

（大学以外の教育施設等における学修） 
第15条 本学が教育上有益と認めるときは，学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻

科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を，本学における授業科目の履修と

みなし，別に定めるところにより単位を与えることができる。 
2 前項により与えることができる単位数は，前条第2項及び第3項により本学において修得

したものとみなす単位数と合わせて60単位を超えないものとする。 
（入学前の既修得単位等の認定） 

第16条 本学が教育上有益と認めるときは，学生が本学に入学する前に大学若しくは短期

大学又は専修学校において履修した授業科目について修得した単位（大学設置基準（昭和
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31年文部省令第28号）第31条に規定する科目等履修生として履修した授業科目について

修得した単位を含む。）を，本学に入学した後の本学における授業科目の履修により修得

したものとみなすことができる。 
2 本学が教育上有益と認めるときは，学生が本学に入学する前に行った前条第1項に規定

する学修を，本学における授業科目の履修とみなし，別に定めるところにより単位を与え

ることができる。 
3 前2項により修得したものとみなし，又は与えることができる単位数は，編入学，転入

学等の場合を除き，本学において修得した単位以外のものについては，第14条第2項及び

第3項並びに前条第1項により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて60単
位を超えないものとする。 

第5章 入学 
（入学の時期） 

第17条 入学の時期は，学年の始めとする。 
（入学資格） 

第18条 本学に入学することのできる者は，次の各号の一に該当する者とする。 
(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 
(2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者 
(3) 外国において学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部

科学大臣の指定したもの 
(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育

施設の当該課程を修了した者 
(5) 専修学校の高等課程（修業年限が3年以上であることその他の文部科学大臣が定める

基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定め

る日以後に修了した者 
(6) 文部科学大臣の指定した者 
(7) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第1号）により文部科学大臣

の行う高等学校卒業程度認定試験に合格した者 
(8) 本学において，個別の入学資格審査により，高等学校又は中等教育学校を卒業した

者と同等以上の学力があると認めた者で，18歳に達したもの 
（入学の出願） 

第19条 本学への入学を志願する者（以下「入学志願者」という。）は，入学願書に所定

の検定料及び別に定める書類を添えて，学長に願い出なければならない。 
（入学者の選考） 

第20条 前条の入学志願者については，別に定めるところにより選考を行う。 
（入学手続き及び入学許可） 

第21条 前条の規定による選考の結果に基づき，合格の通知を受けた者は，所定の期日ま

でに，入学誓約書その他所定の書類を学長に提出するとともに，所定の入学料を納付しな

ければならない。 
2 学長は，前項に規定する入学手続を終えた者に入学を許可する。 
（医学科の再入学，編入学及び転入学） 

第22条 次の各号の一に該当する者で，医学科への入学を志願するものがあるときは，欠

員のある場合に限り，選考の上，医学科の相当の学年に入学を許可することがある。 
(1) 本学医学科の中途退学者で，再び入学を志願するもの 
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(2) 他の大学において進学課程を修了した者で，入学を志願するもの 
(3) 他の大学の医学部医学科に在学中の者で，入学を志願するもの 

2 前項の取扱いについては，別に定める。 
（医学科の第2年次編入学） 

第23条 次の各号の一に該当する者（ただし，医学部医学科の卒業者及び在学者を除く。）

で，医学科への入学を志願するものは，選考の上，定員の範囲内で，第2年次への入学を

許可する。 
(1) 大学を卒業した者 
(2) 学校教育法第104条第4項の規定により学士の学位を授与された者 
(3) 大学院修士課程又は博士課程を修了した者 
(4) 外国において学校教育における16年の課程を修了した者 
(5) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより

当該外国の学校教育における16年の課程を修了した者 
(6) 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16
年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制

度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該

課程を修了した者 
(7) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当

該外国の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ず

るものとして文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において，修業年限が3年以

上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が

国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度

において位置付けられた教育施設であつて前号の指定を受けたものにおいて課程を修

了することを含む。）により，学士の学位に相当する学位を授与された者 
2 前項の取扱いについては，別に定める。 
（看護学科の再入学，編入学及び転入学） 

第24条 次の各号の一に該当する者で，看護学科への入学を志願するものがあるときは，

欠員のある場合に限り，選考の上，看護学科の相当の学年に入学を許可することがある。 
(1) 本学の中途退学者で，再び入学を志願するもの 
(2) 他の大学を卒業した者で，入学を志願するもの 
(3) 他の大学に在学中の者で，入学を志願するもの 

2 前項の取扱いについては，別に定める。 
（看護学科の第3年次編入学） 

第25条 次の各号の一に該当する者で，看護学科への入学を志願するものは，選考の上，

定員の範囲内で，第3年次への入学を許可する。 
(1) 看護系の大学に2年以上在学し，所定の単位を修得した者 
(2) 短期大学の看護学科を卒業した者 
(3) 大学を卒業し，看護に関する所定の単位を修得した者 
(4) 学校教育法第132条に定める者で看護系専修学校の専門課程を修了したもの 
(5) 高等学校の専攻科の課程（修業年限が2年以上であることその他の文部科学大臣の定

める基準を満たすものに限る。）を修了した者（ただし，学校教育法第90条第1項に規

定する者で，看護師国家試験受験資格を得る課程を修了したものに限る。） 
2 前項の取扱いについては，別に定める。 
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第6章 休学，復学，転学，留学，退学及び除籍 
（休学） 

第26条 疾病その他やむを得ない事由により2か月以上修学することができない者は，医師

の診断書又は詳細な理由書を添えて保証人連署で学長に願い出て，その許可を受けて休学

することができる。 
2 病気その他の事由により修学することが不適当と認められる者については，学長は休学

を命ずることができる。 
（休学期間） 

第27条 休学期間は，引き続き2年を超えることができない。 
2 休学期間は，通算して4年（看護学科第3年次編入学者は2年）を超えることができない。 
3 休学期間は，第6条の在学期間には算入しない。 

（復学） 
第28条 休学期間中にその事由が消滅した場合は，学長の許可を受けて復学することがで

きる。 
（転学） 

第29条 他の大学への入学又は転入学を志願しようとする者は，保証人連署で学長に詳細

な理由を記した転学願を提出して，その許可を受けなければならない。 
（留学） 

第30条 学部において，教育上有益と認めるときは，学生が外国の大学又は短期大学に留

学することを認めることができる。 
2 留学期間は，第6条の在学期間に算入する。 

（退学） 
第31条 疾病その他やむを得ない事由により退学しようとする者は，その事実を証する書

類を添え，保証人連署で学長に退学願を提出して，その許可を受けなければならない。 
（除籍） 

第32条 次の各号の一に該当する者は，教授会の議を経て，学長はこれを除籍することが

できる。 
(1) 入学料の免除又は徴収猶予を願い出て許可されなかった者又は入学料の半額又は一

部を免除された者で，納付すべき入学料の納付を怠り，督促してもなお納付しないもの 
(2) 授業料の納付を怠り，督促してもなお納付しない者 
(3) 第6条に規定する在学期間を超えた者 
(4) 第27条第1項及び第2項に規定する休学期間を超えてなお修学できない者 
(5) 長期間にわたり行方不明の者 

第7章 卒業及び学士 
（卒業の要件） 

第33条 医学科の卒業の要件は，6年（第2年次編入学者は，5年）以上在学し，別表1に定

めるところにより，218単位以上を修得することとする。 
2 看護学科の卒業の要件は，4年（第3年次編入学者は，2年）以上在学し，別表2に定める

ところにより，124単位以上を修得することとする。 
（卒業及び学位の授与） 

第34条 学長は，前条の要件をそなえた者については教授会の議を経て卒業を認定し，旭

川医科大学学位規程（平成16年旭医大達第104号）の定めるところにより，学士の学位を

授与する。 
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第8章 検定料，入学料及び授業料 
（検定料） 

第35条 入学志願者は，出願と同時に検定料を納付しなければならない。 
（入学料） 

第36条 入学料は，入学を許可されるときに納付しなければならない。 
（入学料の免除及び徴収猶予） 

第37条 第21条及び前条の規定にかかわらず，特別な事情により入学料の納付が著しく困

難であると認められる者に対しては，入学する者の申請により入学料の全額，半額若しく

は一部を免除し，又は徴収を猶予することができる。 
2 入学料の免除及び徴収猶予に関し必要な事項は，別に定める。 
（授業料） 

第38条 授業料は，毎年度について，前期及び後期の2期に区分し，それぞれの期において

年額の2分の1に相当する額を，前期にあっては4月，後期にあっては10月に納付しなけれ

ばならない。ただし，入学した日の属する期の授業料については，5月に納付しなければ

ならない。 
2 前項における納付期限は，別に定める。 
3 前2項の規定にかかわらず，学生の申出により，前期に係る授業料を納付するときに，

当該年度の後期に係る授業料を併せて納付することができる。 
4 入学年度の前期又は前期及び後期に係る授業料については，第1項及び第2項の規定にか

かわらず，入学を許可される者の申出により，入学を許可されるときに納付することがで

きる。 
（休学の場合における授業料） 

第39条 前期又は後期の全期間を通じて休学することを許可された者又は休学を命ぜられ

た者は当該期分の授業料を免除する。 
2 前期又は後期の期間の一部について休学することを許可された者又は休学を命ぜられ

た者は，授業料年額の12分の1に相当する額に，休学期間初日の属する月の翌月（休学期

間の初日が月の初日であるときは，当該月）から休学期間の末日の属する月の前月（休学

期間の末日が月の末日であるときは，当該月）までの月数を乗じて得た額の授業料を免除

する。ただし，前期にあっては4月末日までに，後期にあっては10月末日までに休学する

ことを許可されていない者又は休学を命ぜられていない者の当該期分の授業料について

は，この限りでない。 
（復学の場合における授業料） 

第40条 前期又は後期の中途において復学した者の当該期の授業料は，月割計算により，

復学した月から次の納付期の前月までに相当する額を，復学した月に納付しなければなら

ない。 
（退学等の場合における授業料） 

第41条 前期又は後期の中途で退学し，又は除籍された者の当該期分の授業料は徴収する。

ただし，死亡した者並びに行方不明又は授業料の未納を理由として除籍された者及び授業

料の未納者で入学料の未納を理由として除籍されたものの未納の授業料については，この

限りでない。 
2 停学期間中の授業料は，徴収する。 
（授業料の免除及び徴収の猶予） 

第42条 経済的理由によって授業料の納付が困難であり，かつ，学業優秀と認められる者
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又はその他やむを得ない事情があると認められる者は，本人等の申請により授業料の全部

若しくは一部を免除又は徴収を猶予することがある。 
2 授業料の免除及び徴収の猶予に関し必要な事項は，別に定める。 
（免除又は猶予事由の消滅に伴う授業料） 

第43条 前条の規定により授業料を免除され，又は徴収を猶予されている者が，その事由

を失ったときは，その月から所定の期日に授業料を納付しなければならない。 
（検定料，入学料及び授業料の額並びに徴収方法等） 

第44条 検定料，入学料及び授業料の額，徴収方法等は，この学則に定めるもののほか，

学長が別に定めるところによる。 
（既納の検定料，入学料及び授業料） 

第45条 既納の検定料，入学料及び授業料は，これを返還しない。ただし，次の各号の一

に該当する場合には，当該各号に定める額を返還する。 
(1) 第35条の規定により検定料を納付した者が，2段階選抜を実施する入学者選抜におい

て第1段階目の選抜で不合格となった場合又は本学学力検査出願受付後に大学入試セ

ンター試験受験科目の不足等による出願無資格者であることが判明した場合には，納付

した者の申出により，それぞれ学長が別に定めるところによる第2段階目の選抜に係る

検定料に相当する額又は学長が別に定めるところによる検定料との差に相当する額 
(2) 第38条第3項及び第4項の規定により授業料を納付した者が，後期分授業料の納付時

期前に休学又は退学した場合には後期分の授業料に相当する額 
(3) 第38条第4項の規定により授業料を納付した者が，入学年度の前年度の3月31日まで

に入学を辞退した場合には，納付した者の申出により当該授業料に相当する額 
第9章 聴講生，特別聴講学生，研究生，科目等履修生及び外国人留学生 

（聴講生） 
第46条 本学所定の授業科目中，1科目又は数科目について聴講を志願する者があるときは，

教育に支障のない場合に限り，選考の上，聴講生としての入学を許可することがある。 
（特別聴講学生） 

第47条 他の大学又は外国の大学との協議に基づき当該大学に在学中の者を，特別聴講学

生として，本学において授業科目を履修させることがある。 
（研究生） 

第48条 本学において，特定の専門事項について研究することを志願する者があるときは，

本学において適当と認め，かつ，教育研究に支障のない場合に限り，選考の上，研究生と

して入学を許可することがある。 
（科目等履修生） 

第49条 本学の学生以外の者で，本学が開設する授業科目の中から一又は複数の授業科目

の履修を志願するものがあるときは，教育に支障のない場合に限り，選考の上，科目等履

修生として入学を許可し，単位を与えることができる。 
（外国人留学生） 

第50条 外国人で，大学において教育を受ける目的をもって入国し，本学に入学を志願す

る者があるときは，選考の上，外国人留学生として入学を許可することがある。 
（聴講生，特別聴講学生，研究生，科目等履修生及び外国人留学生） 

第51条 聴講生，特別聴講学生，研究生，科目等履修生及び外国人留学生に関する規程は，

別に定める。 
第10章 表彰及び懲戒 
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（表彰） 
第52条 学業又は他の業績が特に優秀な者については，学長が表彰することができる。 
2 前項の取り扱いについては，別に定める。 
（懲戒） 

第53条 本学則，その他本学の諸規程に違反し，又は学生としての本分に反する行為をし

た者は，教授会の議を経て，学長が懲戒する。 
2 前項の懲戒の種類は，訓告，停学及び退学とする。 
3 前項の退学は，次の各号の一に該当する者に対して行う。 

(1) 性行不良で改善の見込みがない者 
(2) 正当な理由がなくて長期間にわたって出席しない者 
(3) 本学の秩序を乱し，その他学生としての本分に著しく反した者 

第11章 関連教育病院 
（関連教育病院） 

第54条 本学は，学生に対する臨床教育を行うために，国公立又は法人の設立する病院と

の協議に基づいて，当該病院において，学生に特定の授業科目を履修させることができる。 
2 前項の取扱いについては，別に定める。 

第12章 公開講座 
（公開講座） 

第55条 地域社会の発展に寄与し，社会人の教養を高め，及び文化の向上に資するため，

本学に公開講座を開設することができる。 
2 公開講座に関し必要な事項は，別に定める。 

附 則 
1 この学則は，平成16年4月6日から施行し，平成16年4月1日から適用する。 
2 平成16年3月31日現在，国立学校設置法（昭和24年法律第150号）に基づき設置された

旭川医科大学（以下「旧大学」という。）に在学する学生で，平成16年4月1日以降も旧

大学に在学する予定であった者は，別に当該学生が意思表示をしない限り，平成16年4月
1日に国立大学法人旭川医科大学が設置する本学に承継し，この学則を適用する。この場

合において，当該学生に適用されていた学則その他の規程については，なお従前の例によ

る。 
附 則（平成17年3月10日旭医大達第8号） 

1 この学則は，平成17年4月1日から施行する。 
2 この学則の施行前に大学入学資格検定に合格した者は，改正後の学則第18条第6号の規

定にかかわらず，なお従前の例による。 
附 則（平成17年10月24日旭医大達第55号） 

この学則は，平成17年12月1日から施行する。 
附 則（平成18年2月8日旭医大達第5号） 

1 この学則は，平成18年4月1日から施行する。 
2 平成18年3月31日に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成18年4月1日以降に

在学者の属する学年に入学する者については，改正後の学則にかかわらず，なお従前の例

による。 
附 則（平成18年5月11日旭医大達第45号） 

この学則は，平成18年5月11日から施行し，平成17年12月1日から適用する。 
附 則（平成18年6月21日旭医大達第86号） 
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1 この学則は，平成19年4月1日から施行する。 
2 平成19年3月31日に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成19年4月1日以降に

在学者の属する学年に入学する者については，改正後の学則にかかわらず，なお従前の例

による。 
附 則（平成18年10月27日旭医大達第92号） 

この学則は，平成18年10月27日から施行する。 
附 則（平成19年12月26日旭医大達第76号） 

この学則は，平成19年12月26日から施行する。 
附 則（平成20年3月26日旭医大達第26号） 

1 この学則は，平成21年4月1日から施行する。 
2 平成21年3月31日に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成21年4月1日以降に

在学者の属する学年に入学する者については，改正後の学則にかかわらず，なお従前の例

による。 
附 則（平成20年6月18日旭医大達第51号） 

1 この学則は，平成21年4月1日から施行する。 
2 平成21年3月31日に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成21年4月1日以降に

在学者の属する学年に入学する者については，改正後の学則にかかわらず，なお従前の例

による。 
附 則（平成21年1月14日旭医大達第3号） 

1 この学則は，平成21年4月1日から施行する。 
2 平成21年3月31日に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成21年4月1日以降に

在学者の属する学年に入学する者については，改正後の学則にかかわらず，なお従前の例

による。 
附 則（平成21年2月18日旭医大達第5号） 

1 この学則は，平成21年4月1日から施行する。 
2 医学科の学生定員は，改正後の学則第4条の規定にかかわらず，平成21年度から平成29
年度までの入学定員及び平成21年度から平成34年度までの収容定員は，次表によるもの

とする。 
区分 入学定員 収容定員 

平成21年度 102人 602人 
平成22年度 102人 614人 
平成23年度 102人 626人 
平成24年度 102人 638人 
平成25年度 102人 650人 
平成26年度 102人 662人 
平成27年度 102人 662人 
平成28年度 102人 662人 
平成29年度 102人 662人 
平成30年度 ― 655人 
平成31年度 ― 648人 
平成32年度 ― 641人 
平成33年度 ― 634人 
平成34年度 ― 627人 
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附 則（平成22年1月13日旭医大達第1号） 
1 この学則は，平成22年4月1日から施行する。 
2 医学科の学生定員は，学則第4条の規定にかかわらず，平成22年度から平成31年度まで

の入学定員及び平成22年度から平成36年度までの収容定員は，次表によるものとする。 
区分 入学定員 収容定員 

平成22年度 112人 624人 
平成23年度 112人 646人 
平成24年度 112人 668人 
平成25年度 112人 690人 
平成26年度 112人 712人 
平成27年度 112人 722人 
平成28年度 112人 722人 
平成29年度 112人 722人 
平成30年度 107人 717人 
平成31年度 107人 712人 
平成32年度 ― 695人 
平成33年度 ― 678人 
平成34年度 ― 661人 
平成35年度 ― 644人 
平成36年度 ― 632人 

附 則（平成23年1月12日旭医大達第95号） 
この学則は，平成23年1月12日から施行し，改正後の第37条の規定は，平成22年4月1日

から適用する。 
附 則（平成23年7月13日旭医大達第154号） 

1 この学則は，平成23年7月13日から施行する。ただし，第10条及び第33条の改正規定は，

平成24年4月1日から施行する。 
2 平成24年3月31日に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成24年4月1日以降に

在学者の属する学年に入学する者については，改正後の第10条及び第33条の規定にかか

わらず，なお従前の例による。 
附 則（平成24年3月19日旭医大達第36号） 

この学則は，平成24年4月1日から施行する。 
附 則（平成27年1月14日旭医大達第6号） 

1 この学則は，平成27年4月1日から施行する。 
2 平成27年3月31日に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成27年4月1日以降に

在学者の属する学年に入学する者については，改正後の学則にかかわらず，なお従前の例

による。 
附 則（平成28年6月22日旭医大達第25号） 

この学則は，平成28年6月22日から施行し，改正後の第23条第1項及び第25条第1項の規

定は，平成28年4月1日から適用する。 
附 則（平成29年3月6日旭医大達第4号） 

この学則は，平成29年4月1日から施行する。 
附 則（平成  年  月  日旭医大達第 号） 

この学則は，平成  年  月  日から施行する。 
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別表1（第10条第2項関係） 

 
区分 授業科目 単位数 授業形式 必修・選択の別

基礎教

育科目 
医学英語ⅠA 1 演習 必修 
医学英語ⅠB 1 〃 
医学英語ⅡA 1 〃 
医学英語ⅡB 1 〃 
医学英語Ⅲ 1 〃 
自然科学入門（物理系） 1 講義 選択必修（1単

位） 自然科学入門（化学系） 1 〃 
自然科学入門（生物系） 1 〃 
基礎生物学 3 講義 必修 
医用物理学 4 〃 
情報統計学 2 〃 
基礎化学 3 〃 
心理学 2 〃 
発生遺伝学 1 〃 
分子生物学 1 〃 
基礎生物学実習 1 実習 
医用物理学実習 1 〃 
統計学実習 1 〃 
基礎化学実習 0.5 〃 
心理・コミュニケーション実習 1 〃 
哲学基礎 1 講義 選択 
教育学 1 〃 
教養論 1 〃 
言葉と文化 1 〃 
医療文化史 1 〃 
医系文学 1 〃 
法学 1 〃 
経済学 1 〃 
社会学Ⅰ 1 〃 
社会学Ⅱ 1 〃 
地域社会論 1 〃 
現代言語学概論 1 〃 
感情心理学 1 〃 
社会福祉論 1 〃 
医療人間学 1 〃 
比較文化論 1 〃 
環境科学 1 〃 
数学概論 1 〃 
社会の中の物理 1 〃 
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医学古典講読 2 〃 
ドイツ語講読 2 〃 
フランス語講読 2 〃 
ロシア語講読 2 〃 
中国語講読 2 〃 
医療のラテン語 1 〃 
心身論 1 〃 
医事評論抄読 1 〃 
世相史 1 〃 
青少年文化論 1 〃 
科学論文の読み方・書き方 1 〃 
教養連携科目Ⅰ 1 〃 
教養連携科目Ⅱ 2 〃 
小計 （必修） 26.5     

（選択） 38     
※ 教養連携科目Ⅰ及び教養連携科目Ⅱは，複数の講義題目により行われ，それぞれ一の

授業科目として履修することができる。 

 
区分 授業科目 単位数 授業形式 必修・選択の別

ICM科

目 
早期体験実習Ⅰ 1 実習 必修 
早期体験実習Ⅱ 1 〃 
地域医療学 1 講義 
医学チュートリアルⅠ 1 演習 
医学チュートリアルⅡ 1 〃 
医学チュートリアルⅢ 1 〃 
医学チュートリアルⅣ 1 〃 
医学チュートリアルⅤ 1 〃 
医療社会学 1 講義 
医療社会学実習 1 実習 
医療概論Ⅰ 1 講義 
医療概論Ⅱ 1 〃 
医療概論Ⅲ 1 〃 
医療概論Ⅳ 1 〃 
医療情報学 1 〃 
医療安全 1 〃 
医学研究特論 5 演習 
選択必修コースⅠ 1 講義 複数のコース

から一つを選

択 
選択必修コースⅡ 1 〃 

選択必修コースⅢ 1 〃 〃 
小計 （必修） 24     
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区分 授業科目 単位数 授業形式 必修・選択の別

基礎医

学科目 
機能形態基礎医学Ⅰ 3 講義 必修 
機能形態基礎医学Ⅱ 6 〃 
生化学1 2 〃 
生化学2 2 〃 
免疫学 2 〃 
医用機器学 1 〃 
形態学実習Ⅰ 1.5 実習 
形態学実習Ⅱ 3 〃 
生化学実習 1 〃 
免疫学実習 1 〃 
腫瘍学1 1 講義 
病理学 3 〃 
微生物学 2 〃 
寄生虫学 1 〃 
薬理学 2 〃 
基礎医学特論 1 〃 
衛生・公衆衛生 2 〃 
法医学 1 〃 
生理学実習・演習 2 実習 
薬理学実習 1 〃 
微生物学実習 0.5 〃 
寄生虫学実習 0.5 〃 
病理学実習 1 〃 
衛生・公衆衛生実習 0.7 〃 
法医学実習・演習 0.3 〃 
小計 （必修） 41.5     

臨床医

学科目 
心肺病態制御医学 5 講義 必修 
生体調節医学 4 〃 
生体防御医学 3 〃 
消化器医学 4 〃 
精神・神経病態医学 5 〃 
感覚器病態医学 6 〃 
生殖発達医学 5 〃 
腫瘍学2 1 〃 
整形外科学 2 〃 
麻酔科学 1 〃 
救急医学 1 〃 
症候別・課題別講義 3 〃 
臨床放射線学 1 〃 
臨床検査学 1 〃 
臨床薬剤・薬理・治療学 2 〃 
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臨床疫学 1 〃 
健康弱者のための医学 2 〃 
臨床実習序論 4 演習 
臨床実習Ⅰ 26 実習 
臨床実習Ⅱ 39 〃 
統合演習 2 演習 
小計 （必修） 118     

合計 （必修） 210     
（選択） 38   

 
【卒業要件単位数】 
必修科目210単位及び選択科目8単位以上，合計218単位以上を取得すること。 

 
別表2（第10条第4項関係） （ 略 ） 



1 
 

医学部の収容定員変更の趣旨を記載した書類 

 

 

１．収容定員変更の内容 

 旭川医科大学医学部医学科の平成 20 年度以降の入学定員については、平成 21

年度に「緊急医師確保対策」に基づき平成 29 年度までの期限を付した 7名の臨

時定員増を、また、平成 21 年度に「経済財政改革基本方針 2008」に基づき 5名

の恒久定員増を、また、平成 22 年度に「経済財政改革基本方針 2009」に基づき

平成 31 年度までの期限を付した 10 名の臨時定員増をそれぞれ実施した。 

 平成 29 年度を期限とする 7 名の入学定員のうち 2 名について、平成 31 年度

までの期限を付した再度の入学定員増を行い、平成 30 年度の入学定員を再度の

定員増を行わなかった場合の 105 名から 107 名に変更する。 

 これにあわせて、収容定員についても平成 31 年度までの期限を付した臨時の

入学定員増を踏まえ、再度の定員増を行わなかった場合の 640 名から 644 名に

変更する。 

 

２．収容定員変更の必要性 

 平成 22 年 6 月 18 日に閣議決定された「新成長戦略」等を踏まえ、地域の医

師確保等に早急に対応するため、平成 29 年度で終了する医学部入学定員の暫定

措置（「新医師確保総合対策」及び「緊急医師確保対策」に基づき平成 20 年度

又は平成 21 年度に開始された暫定的な定員増をいう。）については、当該臨時

定員増を上限として再度の定員増が認められたところである。 

 北海道においては、多くの地域における医師不足と市部に医師が集中する地

域偏在が深刻化していることや女性医師が年々増加し、男性医師に比べ、出産

や育児を理由として、一時的に職を離れる場合も多いとされている。（資料１） 

 また、本学における入学者及び卒業者の状況（資料２）から、入学者におけ

る道内出身者の割合は過去 6 年間平均で 65.0％であり、卒業者における道内出

身者の道内への定着率は、過去 6年間平均で 84.4％となっている。 

 これらのことから、地元出身者及び地域医療を担う意思を有する者を重視し

た医師の養成・確保が重要な要素となっていることから、旭川医科大学として

は、北海道内の医師不足を解消するために、引き続き、北海道、道内医療機関

等と連携を図りつつ、北海道の地域医療を担う医師の養成・確保に向けた方策

を講ずることとしている。 
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３．収容定員変更に伴う教育課程等の変更内容 

 本学は、北海道の道北・道東地域における医療過疎の解消と高度先端医療

の提供を期待され、昭和 48 年に設置された医学系単科大学であり、基本理念

は、医療の質の向上と地域医療への貢献を推進するために高い生命倫理観を

有し、高度な実践能力を有する医療職者を育成すると同時に、生命科学に関

する先端的な研究を推進し、高度な研究能力を持つ研究者を育成することで

ある。 

 これを踏まえ、本学では、地域医療に根差した医療・福祉に貢献する医師

等の養成を積極的に推進してきた。平成 20～22 年度には、文部科学省による

「質の高い大学教育推進プログラム」に「高大病連携によるふるさと医療人

育成の取組」が選定され、「地域社会が地域の医師を育む」という視点のもと、

地域の高等学校と医療機関における活動を積極的に支援し、入学者選抜から

学部教育、卒後臨床研修までを一貫して、将来、地域医療に従事する医療職

者、すなわち「ふるさと医療人」を育もうという全学を挙げた取組を行って

きた。 

 この取組と連携し、以下のとおり入試制度及びカリキュラムの見直しを実

施している。 

（１）入試制度における取組 

１）平成 20 年度入試から、北海道の医師が不足している道北・道東等の出

身者で、卒業後に当該地域における医療に貢献する強い意思のある者を対

象とした「地域枠推薦入学」10 人を導入した。 

２）平成 20 年度２年次後期編入学試験から、北海道に所在する高等学校又

は大学の卒業者で、将来、北海道の地域医療に貢献する強い意思のある者

を対象とした「編入学地域枠」5人を導入した。 

３）平成 21 年度からは従来の AO 入試を廃止、北海道の地域医療に貢献する

強い意思を持ち、より本学のアドミッションポリシーに沿った意欲、将来

性、適性及び目的意識を持った北海道に所在する高等学校出身者を対象と

した「AO 入試北海道地域枠」35 人を導入した。 

４）平成 22 年度に地域や診療科の医師確保の観点からの医師養成の推進 5

名の恒久定員増を「AO 入試北海道地域枠」に割当て 40 人とした。 

５）平成 30 年度から，新たに AO 国際医療人特別選抜を新設し，「AO 入試北

海道地域枠」を 35 人に減員した。これに伴い、今回の再度の定員増 2 人

は「AO 入試北海道地域枠」に加えて 37 名とすることとした。 
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〇平成 29 年度募集人員、平成 30 年度募集人員（案）       （単位：人） 

年度 前期 後期 
AO 北海

道地域

AO 国際

医療人

地域枠

推薦 
小計 編入学 合計 

29 年度 40 22 40 － 10 112 10 122

(地域枠)   40 10 50 5 55

30 年度 40 15 37(＋2) 5 10 107 10 117

(地域枠)   37(＋2) 10 47 5 52

  なお，平成 30 年度からは，募集人員 117 人に対し，地域枠の学生が 52

人（44.4％、前年度比▲0.7 ポイント）となる。 

（２）地域医療を担う医師養成を目指したカリキュラムの導入 

 今回の定員増は、平成 29 年度で終了する臨時定員増を上限とした再度の定

員増であるため、収容定員の変更に伴う教育課程の変更はないが、本学医学

部医学科では、平成 27 年度から医学部医学科カリキュラムポリシーを改め 

（資料３）、WFME（世界医学教育連盟）の基準に基づく「医学科 2015 カリキ

ュラム」を導入した。 

 （１）入試制度における取組と連動した「医学科 2009 カリキュラム」では､

「早期体験実習Ⅰ」を看護学科との連携実習に改変、2次医療圏の問題を抽出

する「早期体験実習Ⅱ」の導入、「地域医療学」、「臨床疫学」及び「健康弱者

のための医学」など地域医療関連科目を開講し、臨床実習においては、2週間

の地域医療実習を必修化した。 

 また､「医学科 2015 カリキュラム」では、2年次に医療社会学を新規開講し

ている。（資料４） 

 平成 30 年度には「医学科 2015 カリキュラム」の年次進行により、physician 

scientist 養成のために研究室配属が 4 年次に必修化され、平成 31 年度から

は、臨床実習 66 週のうち 33 週を地域医療機関も多く参加する診療参加型実習

に改変する予定である。 

 なお、医学科学生の「診療参加型臨床実習」は、大学病院のみならず、関連

教育病院（北海道、旭川市、市立旭川病院、独立行政法人国立病院機構道北病

院、旭川赤十字病院、ＪＡ北海道厚生連旭川厚生病院及び旭川圭泉会病院）を

はじめとする地域の病院等で展開し、「僻地医療実習」は僻地医療の現場に赴

いて滞在型実習として実施している。また，早期体験実習Ⅰ及び早期体験実習

Ⅱにおいても道内の医療機関との連携を図っている。（資料５） 
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４．その他、地域医療に関する取組 

（１）医師の派遣・紹介の取組 

 医療機関から医師派遣の依頼があった場合、大学における医師派遣の窓口

を一本化し、手続きの明確化と本学から派遣する医師の状況を把握するため、

平成 16 年 4 月 1 日から「医師派遣室」を設置した。医師派遣件数は、平成 26

年度は 21 人、平成 27 年度は 6 人、平成 28 年度は 24 人、今年度は 9 月 1 日

現在で 1 人となっている。なお、主な派遣先は、留萌市立病院、市立根室病

院、士幌町国民健康保険病院、枝幸町国民健康保健病院など、二次医療圏の

地方病院が中心となっている。 

（２）北海道における「地域医療支援派遣医師確保事業」との連携 

 北海道では、平成 20 年度から医師免許取得後 5年以上経過している医師を

対象に、地域勤務（1年）と大学病院等での研修（1年）の 2年を 1単位とし

て、北海道の職員として採用する「地域医療支援派遣医師確保事業」を行っ

ており、本事業を活用して北海道内の医療機関に従事する医師確保に努めて

いる。平成 20 年度は、本院から地域の医療機関に 4人の医師を派遣し、本院

において研修した医師が 4人いる。平成 21 年度からは、北海道と委託契約を

締結し、北海道からの委託料により、本院で研修する医師を診療助教として

採用する制度に変更され、5人の枠が設けられ、現在も 5人の医師を診療助教

として採用している。 

（３）地域医療従事者の知識及び技能等の向上への貢献 

 臨床シミュレーションセンターを本学学生や教職員だけではなく，地域医

療従事者の医療技術の習得や技能等の向上のために開放している。ニュース

レターやウェブサイトによる情報提供を行った結果、地域医療従事者の延べ

利用人数及び貸出延べ利用人数の合計は平成 24年度までに 200 人であったと

ころ、平成 25 年度には 323 人、平成 27 年度には 1,488 人に増加している。 

（４）卒後臨床研修（初期）における取組 

 本院の臨床研修プログラムは，①大学病院と地域の臨床研修病院とを原則 1

年単位に相互に研修する「たすきがけコース」，②大学病院を中心に 2年間の

臨床研修を行う「大学病院コース」，③研修医の研修希望診療科の選択の幅を

広げ，個々のニーズにあった研修内容の提供が可能な「自由選択コース」を

設けている。 

 平成 29 年 4 月時点で、本学と共同して臨床研修を行う「協力型臨床研修病

院」として 65 の病院、「臨床研修協力施設」として 66 の病院等と連携を図っ
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ている。（資料６） 

 また、平成 20 年度に地域枠推薦入学制度を導入したことにより、臨床研修

医の採用者数は平成 26 年度から上昇傾向にある。 

〇臨床研修医の採用状況                        （単位：人） 

 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 

1 年目採用者 12 14 29 32 45 36

うち本学出身者 10 12 28 31 43 36

（５）新専門医における取組 

 平成 27 年 9 月に新専門医制度対策ワーキングチームを立ち上げ、平成 28

年度には、形成外科を除く 18 基本領域のプログラムの申請が完了した。平成

28 年 11 月には、新たに教育センターに採用した教授を学長補佐（医学教育分

野別認証及び新専門医制度）に任命して新専門医制度の実施に向けた準備を

進めている。 

 また、北海道との連携により、北海道医師養成確保修学資金の貸与を受け

た卒業生が専門医を取得する場合に各科で遅れが生じないか領域毎の研修モ

デルケースアンケート調査を行っている。 

（６）北海道の奨学金 

 北海道では、地域医療を担う医師を養成し、医師が不足する地域における

医療の確保を図ることを目的として、以下のとおり奨学金制度を創設してお

り、今回の再度の定員増についても、この奨学金の対象としている。（資料７） 

1) 設定主体  北海道 

2) 支給額   入学料：  282,000 円（初年度） 

        授業料：  535,800 円（年額） 

        生活費：  120,000 円（月額） 

        総 額：12,136,800 円（6年間計） 

3) 返還免除の条件 

  卒後 9年間のうち、5年間を知事が指定する医師確保が困難な道内の公的

 医療機関等（指定公的医療機関等）に勤務すること。 

※ その他 4年間は、道内の臨床研修病院等で研修） 

4) 支給対象 

  貸付の希望があった学生 

5) 在学中の学生に対する都道府県の相談・指導 
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  在学中の学生に対して随時相談を受け付けるとともに、全学年を対象に 

 地域医療講演会を開催し、地域医療マインドの醸成を図るほか、6年生を対

 象とし、道の担当者が個人面談により、今後のキャリア形成に係る希望や、

 地域勤務の意向を確認するなどの相談に応じている。 

6) 卒後のキャリア形成 

  道の「北海道医療対策協議会」において、地域医療への貢献と医師とし 

 てのキャリア形成を両立できるよう、各領域ごとの標準的な専門医研修期 

 間内での「基本領域診療領域の専門医研修」の終了について配慮した「地 

 域枠医師の配置等の考え方」を定めて運用している。 

 上記制度について、本学では、次のとおり、奨学金制度の趣旨を学生募集

要項に掲載することにより、貸与を受けることを希望する者を募ることとし

ている。 

 ①ＡＯ入試北海道地域枠及び地域枠推薦入試 

  全合格者の中から貸与を受けることを希望する者を募ることとする。 

 ②一般入試 

  出願時に奨学金の貸与を受けることの希望の有無を確認し、希望者から

は受給意思確認書を提出させ（学生募集要項には、奨学金貸与を受けるこ

との希望の有無は合否に一切影響しない旨を付記する。）、入学者選抜後、

受給意思確認書を提出した入学者の中から、北海道に対して受給適格者を

推薦することとする。 



 
北海道における医師の状況等 

 1

① 医療施設に従事する医師数の推移（平成10年～平成 26年） 

 〇 道内の人口 10万人当たり医療施設従事医師数は、平成12年の調査で初めて全国平均

を上回ったが、平成22年から再び全国平均を下回っている。 

 〇 平成 26年 12月末の 10万人当たり医療施設従事医師数全道230.2 人：全国 233.6 人 

 
 

② ２次医療圏医師数（平成26年末） 

〇 札幌圏に全道の医師の約半分が集中しており，地域偏在が著しい。   （単位：人） 

 

 

資料　１
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③ 診療科別医師数 

 〇 平成 16 年と平成 26 年を比較すると、内科系医師(全体）は増加傾向にある。（4,683

→4,774､+91)。外科系（全体）はほぼ同数(2,556→2,568、+2)であるが、一般外科の減

少率（▲33％）が大きい。 

 〇 整形外科、精神科、麻酔科は増加、小児科、産婦人科（産婦人科＋産科＋婦人科）は

微増している。小児科及び産婦人科医師の減少が全国的な問題となっているが，北海道

においても同様な状況にあり，これらの分野における医師不足は厳しい状況にある。 
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④ 女性医師の状況（平成 26年末） 

 〇 道内の女性医師は年々増加し、平成 26 年には 14.5％に達している。 

 〇 医師国家試験合格者（全国ベース）に占める女性の割合は、平成 27 年は 31.5％。 

 〇 一方、男性医師に比べ、出産や育児を理由に、一時的に職を離れる場合も多い。 

□医療施設従事医師数の推移 

 
 

 

【出典：「北海道の医師確保対策について（H28.1）」北海道地域医師連携支援センター】 

 



入学者状況

道内 道外 計

平成23年度 93 19 112

平成24年度 72 40 112

平成25年度 69 43 112

平成26年度 71 41 112

平成27年度 67 45 112

平成28年度 65 47 112

計 437 235 672

比率 65.0 35.0 100.0

 

卒業者状況(卒業者の出身地，就職先就職状況) 　

道内外別 率 道内就職者 率 道外就職者 率 その他 率

道内出身者 35 100.0 27 77.1 5 14.3 3 8.6

道外出身者 57 100.0 17 29.8 33 57.9 7 12.3

道内出身者 30 100.0 23 76.7 5 16.7 2 6.7

道外出身者 64 100.0 18 28.1 43 67.2 3 4.7

道内出身者 46 100.0 34 73.9 6 13.0 6 13.0

道外出身者 52 100.0 20 38.5 24 46.2 8 15.4

道内出身者 65 100.0 55 84.6 7 10.8 3 4.6

道外出身者 34 100.0 15 44.1 17 50.0 2 5.9

道内出身者 94 100.0 87 92.6 2 2.1 5 5.3

道外出身者 34 100.0 14 41.2 14 41.2 6 17.6

道内出身者 95 100.0 82 86.3 6 6.3 7 7.4

道外出身者 31 100.0 8 25.8 20 64.5 3 9.7

道内出身者 365 100.0 308 84.4 31 8.5 26 7.1

道外出身者 272 100.0 92 33.8 151 55.5 29 10.7

入学者及び卒業者の状況（医学科）

（単位：人・％）

入学年度
入学者の内訳

（単位：人・％）

区　　分
卒業者数 就職者等

平成28年度

合計

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

資料 ２

1
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旭川医科大学医学部医学科（学士課程） 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

 

医学科では、医療分野における多様な価値観等に触れるための基礎教育科目、医師のプロ

フェッショナリズム涵養に結びつく横断的な内容を身につけるためのICM(Introduction to 

Clinical Medicine)科目、より専門的な内容を学び、実践的な力を身につけるための基礎医

学科目、臨床医学科目による教育課程を整備し、これらの体系的な履修を促します。また、

日進月歩である医学の発展に教育課程として柔軟に対応するために「選択・必修コースⅠ～

Ⅲ」をICM科目の中に配置し、基礎医学・臨床医学の発展に即した教育課程となるよう努め

ています。 

 

医学科では、医学科の学位授与の方針を実現するために、上記の方針を以下のとおり具体

化して、カリキュラムを編成しています。 

 

① 「倫理観とプロフェッショナリズム」（態度） 

生命の尊厳を尊重し、医の倫理を理解し、チーム医療に基づいた医療を実践できる 

ための態度を身につけている。 

 

１．医学者としての倫理原則や臨床医として患者さんに対応するための行動科学を理解する

ために、ICM科目に「医療概論Ⅰ～Ⅳ」を配置し、１年次から系統的に履修できるように

展開しています。 

 

② 「医学と関連する領域に関する十分な知識と生涯学習能力」（知識） 

幅広い教養と基礎医学、臨床医学、社会医学の基本的知識を有し、それに基づいた 

医療を実践するために、生涯にわたる学習の必要性とその方法を説明できる。 

 

２．文化、社会、自然等に関する幅広い知識を身につけ、多様な価値観等に触れるために、

教養科目を基礎教育科目と位置づけ履修を個人の希望に合わせた選択としています。 

３．医師のプロフェッショナリズム涵養に結びつく横断的な内容を身につけるためのICM科

目を設定し履修を必修としています。 

４．専門分野の学問の内容と方法を説明でき、自学自習の態度を涵養し、確実に知識を獲得

するために、講義・実習科目としての基礎教育科目、基礎医学科目、臨床医学科目のみで

なく、ICM科目として「医学チュートリアルⅠ～Ⅴ」を演習科目として配置し、１年次か

ら系統的に履修できるように展開しています。 

AMU
スタンプ
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③「全人的な医療人能力、基本的診療能力、実践的臨床能力」（技能） 

豊かな人間性を持って患者、患者家族と接することができる。 

患者の意思を尊重した適切な健康増進を図ることができるとともに医療を提供する 

ための基本的診療能力を身につけている。 

急性もしくは慢性の健康問題について診断と治療の原則を理解し、安全性を配慮し 

た上で計画できる。 

 

5．心理学的背景を理解した上で、医療コミュニケーションを円滑に行うために、基礎教育

科目に「心理・コミュケーション実習」を１年次に配置しています。 

6．主要徴候に基づく健康問題の診断と治療の原則を理解するために、臨床医学科目の「症

候別・課題別講義」とICM科目の「医学チュートリアルⅢ～Ⅳ」を連動させ配置し、４年

次に展開しています。 

7．臨床実習に必要な基本的診療能力と臨床推論能力を身に付けるために、臨床医学科目の

「臨床実習序論」とICM科目 のTBL型演習である「医学チュートリアルⅤ」を連動させ配

置し、４年次に展開しています。 

8．臨床実習は、４年次～５年次に配置するベッドサイドラーニングで全ての臨床科目をロ

ーテートし、引き続き配置する実習ではクリニカルクラークシップ（診療参加型実習）を

採用し３週間を一単位として基本診療科を中心に５年次～６年次に必修で展開しています。 

 

④「問題解決能力、発展的診療能力、研究心」（思考・判断） 

基礎医学・臨床医学・社会医学領域における研究の意義を理解し、科学的情報を収 

集し評価するとともに、客観的思考を持って診療に応用することができる。 

また、新たな情報を生み出すために倫理原則に基づいた論理的研究計画を立案できる。 

 

9．自らの思考・判断のプロセスや結果を、論述等で論理的に的確に説明できるように、基

礎教育科目に「基礎生物学実習」、「医用物理学実習」、「基礎化学実習」、基礎医学科

目には「生化学実習」、「形態学実習Ⅰ、Ⅱ」、「免疫学実習」、「生理学実習・演習」、

「薬理学実習」、「微生物学実習」、「寄生虫学実習」、「衛生・公衆衛生学実習」、「法

医学実習・演習」等の実習科目を配置し、１年次から系統的に履修できるように展開して

います。 

10．臨床情報に基づく研究を行うために臨床医学科目に「臨床疫学」を配置し、獲得した様々

な知識を用いて現実の問題解決に取り組む活動を行なう医学研究者としての素養を養うた

め、４年次に研究室に所属する必修科目としてICM科目に「医学研究特論」を配置してい

ます。 
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⑤「地域社会・国際社会へ貢献するための能力」（意欲・関心） 

医療に対する社会的ニーズを踏まえ、医療の実践、研究を通じて地域社会及び国際 

社会に貢献する必要性とその方法を説明できる。 

 

11．地域医療の問題点を知るための「地域医療学」、旭川近郊および北海道での医療ニーズ

の探索ための「早期体験実習Ⅰ、Ⅱ」、医療に関わる社会的問題を知り解決するための「医

療社会学」、「医療社会学実習」をICM科目に配置しています。また地域における病める

者の医療ニーズを知るために臨床医学科目に「健康弱者のための医学」を配置し、１年次

から系統的に履修できるように展開しています。 

12．医学研究を通じて国際社会に貢献する方法を知るために「医学研究特論」を４年次に配

置しています。 

 



医学科２０１５カリキュラム　カリキュラムマップ

態度 思考・判断 意欲・関心

倫理観とプロフェッショナリ
ズム

問題解決能力、発展的診療能
力、研究心

地域社会・国際社会へ貢献
するための能力

　生命の尊厳尊重し、医の
倫理を理解し、チーム医療
に基づいた医療を実践でき
るための態度を身につけて
いる。

　　基礎医学・臨床医学・社会
医学領域における研究の意義
を理解し、科学的情報を収集
し評価するとともに、客観的思
考を持って診療に応用するこ
とができる。
　また、新たな情報を生み出す
ために倫理原則に基づいた論
理的研究計画を立案できる。

　医療に対する社会的ニー
ズを踏まえ、医療の実践、
研究を通じて地域社会及び
国際社会に貢献する必要性
とその方法を説明できる。

統合演習試験
卒業時(Ad)OSCE

基礎教育科目
ICM科目

基礎医学科目
臨床医学科目

OSCE/CBT
衛生・
公衆衛生

臨床実習序論

法医学 医学研究特論

医療概論Ⅳ 症候別・課題別講義 衛生・公衆衛生学実習
医療安全 法医学実習・演習

医療情報学

病理学実習
寄生虫学実習
薬理学実習

微生物学実習
生理学実習・演習

医療概論Ⅲ

基礎医学特論
形態学実習Ⅰ・Ⅱ 医療社会学実習

免疫学実習 医療社会学
生化学実習

医療概論Ⅱ 早期体験実習Ⅱ

医療概論Ⅰ 地域医療学
早期体験実習Ⅰ

　豊かな人間性を持って患者、
患者家族と接することができ
る。
　患者の意思を尊重した適切
な健康増進を図ることができる
とともに医療を提供するための
基本的診療能力を身につけて
いる。
　急性もしくは慢性の健康問題
について診断と治療の原則を
理解し、安全性を配慮した上で
計画できる。

選択必修コースⅠ～Ⅲ

３年

医
学

チ

ュ
ー

ト
リ
ア
ル
Ⅲ
～

Ⅴ

臨床放射線学

臨床実習Ⅱ

健康弱者のための医学

生殖発達医学
感覚器病態医学

臨床薬剤・薬理・
治療学

臨床検査学

医
学
英
語
Ⅲ

臨床実習Ⅰ

生体防御医学

病理学

生体調節医学

臨床疫学

医
学

チ

ュ
ー

ト
リ
ア
ル
Ⅱ

腫瘍学１

機能形態基礎医学Ⅰ・Ⅱ

１年

精神・神経病態医学
消化器医学

麻酔科学
救急医学
整形外科学

医
学
英
語
Ⅰ
Ａ
・
Ⅰ
Ｂ

２年

医
学
英
語
Ⅱ
Ａ
・
Ⅱ
Ｂ

寄生虫学
薬理学
微生物学
医用機器学
免疫学

生化学１・2

５年

基礎教育科目
（教養科目）

統合演習

領域

キーワード

ディプロマ・ポリシー

６年

知識

医学と関連する領域に関する十分な
知識と生涯学習能力

　幅広い教養と基礎医学、臨床医
学、社会医学の基本的知識を有し、
それに基づいた医療を実践するため
に、生涯にわたる学習の必要性とそ
の方法を説明できる。

技能

全人的な医療人能力、基本的
診療能力、実践的臨床能力

医
学

チ

ュ
ー

ト
リ
ア
ル
Ⅰ

心肺病態制御医学

腫瘍学２

４年

AMU
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地域医療実習 早期体験実習Ⅱ
No 施  　設　  名 No 施  　設　  名

1 深川市立病院 1 森町国民健康保険病院
2 JA北海道厚生連　遠軽厚生病院 2 森町役場保健福祉課
3 名寄市立総合病院 3 渡島総合振興局保健環境部保健行政室（渡島保健所）
4 社会福祉法人北海道社会事業協会　富良野病院 4 市立函館病院
5 足寄町国民健康保険病院 5 函館市消防本部
6 斜里町国民健康保険病院 6 札幌市保健福祉局保健所
7 町立厚岸病院 7 市立札幌病院
8 清水赤十字病院 8 札幌市医師会事務局
9 公立芽室病院 9 札幌市消防局

10 札幌東徳州会病院

診療参加型臨床実習 11 医療法人　北海道家庭医療学センター　栄町ファミリークリニック
No 施  　設　  名 12 小樽協会病院

1 市立旭川病院 13 倶知安厚生病院
2 旭川赤十字病院 14 おたるレディースクリニック
3 旭川厚生病院 15 倶知安消防署
4 旭川医療センター 16 小樽市立病院
5 社会福祉法人　北海道社会事業協会　富良野病院 17 小樽消防本部
6 北彩都病院 18 夕張市消防本部
7 ながやまキッズファミリークリニック 19 夕張市立診療所
8 とびせ小児科内科医院 20 空知総合振興局保健環境部保健行政室（岩見沢保健所）
9 ながのこどもクリニック 21 岩見沢市立総合病院

10 土田こどもクリニック 22 市立芦別病院
11 丘のうえこどもクリニック 23 砂川市役所介護福祉課
12 いんやく小児科クリニック 24 砂川市立病院
13 杉本こども・内科クリニック 25 市立赤平総合病院
14 リバータウンクリニック 26 赤平市役所
15 今本内科医院 27 深川市立病院
16 旭川神経内科クリニック 28 町立沼田厚生クリニック
17 サンビレッジクリニック 29 空知総合振興局保健環境部深川地域保健室（深川保健所）
18 錦町おおしま耳鼻咽喉科 30 深川市消防本部
19 なかむら耳鼻咽喉科医院 31 津田こどもクリニック
20 中根耳鼻咽喉科医院 32 ＪＣＨＯ　登別病院
21 いまだ耳鼻咽喉科 33 胆振総合振興局保健環境部保健行政室（室蘭保健所）
22 ながやま一番通りクリニック 34 市立室蘭総合病院
23 大橋耳鼻咽喉科医院 35 製鉄記念室蘭病院

24 のなか気管食道耳鼻咽喉科 36 胆振総合振興局保健環境部苫小牧地域保健室（苫小牧保健所）

25 くまいクリニック 37 医療法人社団　健厚会　あつまクリニック
26 森山メモリアル病院 38 医療法人王子総合病院
27 旭川肢体不自由児総合療育センター 39 今本内科医院
28 名寄市立総合病院 40 リバータウンクリニック
29 旭川圭泉会病 41 道北勤医協一条通病院
30 北海道療育園 42 旭川市福祉保健部介護高齢課
31 札幌厚生病院 43 旭川厚生病院
32   医療法人健康会くにもと病院 44 旭川神経内科クリニック
33 整形外科　進藤病院 45 名寄市役所健康福祉部保健センター（名寄市長宛て）
34  医療法人歓生会豊岡中央病院 46 名寄市立総合病院
35 公立芽室病院 47 士別市立病院
36  社会医療法人北斗 北斗病院 48 富良野市役所
37 札幌東徳洲会病院 49 内海内科クリニック
38 森産科婦人科 50  上川総合振興局保健環境部富良野地域保健室（富良野保健所）
39 市立稚内病院 51 社会福祉法人 北海道社会事業協会富良野病院
40  医療法人社団慶愛慶愛病院 52 留萌市立病院
41 医療法人社団公和会　中村記念　愛成病院 53  留萌振興局保健環境部保健行政室（留萌保健所）
42 市立函館病院 54 北海道立羽幌病院
43 旭川ペインクリニック病院 55 北海道立焼尻診療所
44 札幌禎心会病院 56 羽幌地域訪問看護ステーション
45 旭川市消防本部 57 一般社団法人 北海道総合在宅ケア事業団
46 とくひろ整形外科クリニック 58 利尻島国保中央病院
47 北海道医療センター 59 利尻町役場

60 市立稚内病院
61  宗谷総合振興局保健環境部保健行政室（稚内保健所）

早期体験実習Ⅰ 62 幌延町立診療所
No 施  　設　  名 63  オホーツク総合振興局保健環境部保健行政室（網走保健所）

1 医療法人社団旭豊会　旭川三愛病院 64 社会医療法人明生会網走脳神経外科・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院
2 医療法人社団進和会　旭川リハビリテーション病院 65 網走厚生病院
3 美瑛町立病院 66  オホーツク総合振興局保健環境部北見地域保健室（北見保健所）
4 深川市立病院 67 北見赤十字病院
5 医療法人元生会　森山病院 68 道立北見病院
6 医療法人社団慶友会　吉田病院 69  JA北海道厚生連遠軽厚生病院
7 医療法人社団　旭川圭泉会病院 70 広域紋別病院
8 医療法人　恵心会　北星ファミリークリニック 71  オホーツク総合振興局保健環境部紋別地域保健室（紋別保健所）

9 訪問看護ステーション　めぐみ 72 足寄町役場
10 医療法人社団恩和会　旭川高砂台病院 73 更別村国民健康保険診療所
11 医療法人アンリー・デュナン会　老人保健施設　エーデルワイス 74 帯広第一病院
12 介護老人保健施設　回生苑 75 帯広協会病院
13 医療法人社団旭豊会　介護老人保健施設　旭泉苑 76  釧路総合振興局保健環境部保健行政室（釧路保健所）
14 介護老人保健施設　ことぶき 77 釧路市役所
15 医療法人健康会　くにもと病院 78 市立釧路総合病院
16 医療法人社団慶友会　老人保健施設　さくら館 79 総合病院　釧路赤十字病院
17 社会福祉法人旭川福祉事業会　老人保健施設　ひだまりの里 80 市立根室病院
18 医療法人恵心会　旭川老人保健施設　ふれあい
19 社会福祉法人旭川小泉福祉会　特別養護老人ホーム　旭川のなか園
20 社会福祉法人大悲会　特別養護老人ホーム　あそか苑 社会医学系実習

21 社会福祉法人敬生会　特別養護老人ホーム　敬生園 No 施  　設　  名
22 特別養護老人ホーム　東川町羽衣園 1 株式会社　エフ・イー
23 社会福祉法人美瑛慈光会　特別養護老人ホーム　美瑛慈光園 2 株式会社　福居製餡所
24 特別養護老人ホーム　緑が丘あさひ園 3 株式会社　壺屋総本店
25 上富良野町ラベンダーハイツ 4 株式会社　表鉄工所
26 中富良野町特別養護老人ホームこぶし苑 5 上川総合振興局保健環境部保健行政室
27 社会福祉法人敬生会　障害者支援施設　敬愛園 6 旭川市保健所
28 重症心身障害児（者）施設　北海道療育園 7 医療法人耕仁会　札幌太田病院
29 医療法人社団　はらだ病院 8 北海道対がん協会　旭川がん検診センター
30 北海道立旭川肢体不自由児総合療育センター 9 医療法人社団　旭川圭泉会病院

10 障害支援センター　あしすと
11 多機能型事務所　ファブリカ
12 旭川市役所　子育て相談課
13 旭川子ども発達支援センター　たいよう
14 JR苗穂工場
15 株式会社　表鉄工所

実　　習　　病　　院　　等 資料 ５



協力型臨床研修病院

No 施  　設　  名 No 施  　設　  名

1 医療法人社団旭川圭泉会病院 34 北斗病院

2 ＪＡ北海道厚生連旭川厚生病院 35 北海道病院

3 旭川赤十字病院 36 留萌市立病院

4 岩見沢市立総合病院 37 国立病院機構北海道医療センター

5 ＪＡ北海道厚生連遠軽厚生病院 38 琉球大学付属病院　※

6 北見赤十字病院 39 ｲﾑｽ札幌消化器病総合病院

7 独立行政法人労働者健康福祉機構釧路労災病院 40 帯広徳洲会病院

8 独立行政法人国立病院機構道北病院 41 札幌太田病院

9 医療法人徳洲会札幌徳洲会病院 42 市立函館病院

10 市立旭川病院 43 大雪病院

11 市立釧路総合病院 44 網走脳神経外科リハビリテーション病院

12 砂川市立病院 45 道東脳神経外科病院

13 滝川市立病院 46 斗南病院　☆

14 名寄市立総合病院 47 東京都立墨東病院

15 北海道社会事業協会富良野病院 48 武蔵野赤十字病院

16 医療法人社団慶友会吉田病院 49 大浜第一病院

17 士別市立病院 50 JR札幌病院

18 深川市立病院 51 日鋼記念病院

19 小林病院 52 禎心会病院

20 くにもと病院 53 北海道脳神経外科記念病院

21 国立病院機構帯広病院 54 千歳市民病院

22 市立稚内病院 55 帯広第一病院

23 恵み野病院 56 新百合ヶ丘総合病院

24 札幌東徳洲会病院 57 豊岡中央病院

25 国立病院機構北海道がんセンター 58 製鉄記念室蘭病院

26 網走厚生病院 59 函館新都市病院

27 江別市立病院 60 大川原脳神経外科病院

28 釧路孝仁会病院 61 手稲渓仁会病院

29 函館五稜郭病院 62 札幌厚生病院

30 釧路赤十字病院 63 相川記念病院

31 王子総合病院 64 八雲総合病院

32 東旭川病院 65 済生会小樽病院

33 静仁会静内病院

卒後臨床研修に係る「協力型臨床研修病院」及び「臨床研修協力施設」

資料 ６



臨床研修協力施設(地域保健・医療)

No 施  　設　  名 No 施  　設　  名

1 北海道立羽幌病院 34 あかびら市立病院

2 上川医療センター 35 公立芽室病院

3 新ひだか町立静内病院 36 枝幸町国保民健康保険病院

4 美瑛町立病院 37 函館病院（函館協会病院）

5 興部町国民健康保険病院 38 旭川南病院

6 中頓別町国民健康保険病院 39 森山メモリアル病院

7 浜頓別国民健康保険病院 40 上富良野町立病院

8 本別町国民健康保険病院 41 北海道立北見病院

9 利尻島国保中央病院 42 苫小牧日翔病院

10 礼文町国民健康保険船泊診療所 43 沖縄県立宮古病院　※

11 国民健康保険町立和寒病院 44 はらだ病院

12 置戸赤十字病院 45 大西病院

13 苫前厚生クリニック 46 西成病院

14 町立沼田厚生クリニック 47 洞爺温泉病院

15 美深厚生病院 48 サンビレッジクリニック

16 丸瀬布厚生病院 49 北星ファミリークリニック

17 国立病院機構八雲病院 50 足寄町国民健康保健病院

18 松前町立松前病院 51 北海道療育園

19 本輪西ファミリークリニック 52 奈井江町立国民健康保険病院

20 更別村国保診療所 53 幌加内町国民健康保険病院

21 寿都町立寿都診療所 54 博友会　北の峰病院

22 町立中標津病院 55 いんやく小児科クリニック

23 広域紋別病院 56 内海内科クリニック

24 市立芦別病院 57 ふらの西病院

25 市立根室病院 58 町立厚岸病院

26 小樽病院（小樽協会病院） 59 摩周厚生病院

27 旭川リハビリテーション病院 60 東町ファミリークリニック

28 整形外科進藤病院 61 町立別海病院

29 北海道循環器病院 62 北海道稚内保健所

30 森山病院 63 市立稚内こまどり病院

31 旭川赤十字血液センター 64 ななえ新病院

32 北彩都病院 65 日高町立門別国民健康保険病院

33 札幌山の上病院 66 余市協会病院





ﾖｼﾀﾞ　ｱｷﾄｼ
吉田　晃敏

<平成１９年７月>

ﾌﾘｶﾞﾅ
氏名

<就任（予定）年月>

調書
番号

－ 学長

役職名

博士
(医学）

保有
学位等

学　　　長　　　の　　　氏　　　名　　　等

教　　員　　名　　簿

旭川医科大学
学長

（平１９．
７）

現　職
（就任年月）

月給基本給
（千円）

年齢

1



別記様式第３号（その２の１）

番号
専任等
区　分

職　位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

月　額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
担　当
単位数

年　間
開講数

現職
（就任年月）

申請に 係 る大

学等の職務に

従事する 週当

た り 平 均 日 数

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語IVＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

機能形態基礎医学Ⅰ 2 前 0.3 1

機能形態基礎医学Ⅱ 2 後 1.1 1

形態学実習Ⅱ 2 後 2.2 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ
（ニューロサイエンス
コース）

3・4 後 0.1 1

形態機能学 1 通 0.3 1

生体観察実習 1 後 0.1 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 4.0 1

機能形態基礎医学Ⅰ 2 前 2.1 1

形態学実習Ⅰ 2 前 0.5 1

基礎医学特論 2 後 0.1 1

形態学実習Ⅱ 2 後 0.3 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ（生
体構造機能蛋白・病態解
析コース）

3・4 後 0.1 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（糖
尿病：内分泌Up・Dateコー
ス）

3・4 後 0.1 1

選択必修コース【「免疫組
織化学の原理と実際」コー
ス】

3 後 0.7 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 1.3 1

機能形態基礎医学Ⅱ 2 後 1.8 1

生理学実習・演習 3 前 2.0 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コース【生理学
講座（自律機能分野）】

3 後 0.5 1

基礎医学特論 2 後 0.1 1

形態機能学 1 通 0.5 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

機能形態基礎医学Ⅱ 2 後 0.7 1

基礎医学特論 2 後 0.1 1

生理学実習・演習 3 前 2.0 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（感
覚器医学の最先端コー
ス）

3・4 後 0.1 1

選択必修コース【生理学
講座（神経機能分野）】

3 後 0.5 1

生化学１ 2 前 0.1 1

生化学２ 2 前 0.9 1

生化学実習 2 前 1.0 1

薬理学 2 後 0.1 1

腫瘍学１ 3 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ（生
体構造機能蛋白・病態解
析コース）

3・4 後 0.1 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（糖
尿病：内分泌Up・Dateコー
ス）

3・4 後 0.1 1

選択必修コース【生化学
講座（細胞制御科学分
野）】

3 後 0.5 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

生化学実習 2 前 1.0 1

生化学２ 2 前 1.0 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 3.0 1

教　　員　　の　　氏　　名　　等
（　医学部　医学科　）

配当
年次

専 教授
ﾖｼﾀﾞ ｼｹﾞﾀｶ
吉田　成孝

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成13年4月）

5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成12年10月）

5日2 専 教授
ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾂﾖｼ
渡部　剛

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成13年10月）

5日3 専 教授
ﾀｶｲ ｱｷﾗ
高井　章

博士（薬学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成15年12月）

5日4 専 教授
ｶｼﾜﾔﾅｷﾞ ﾏｺﾄ

柏栁　誠

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成14年10月）

5日5 専 教授
ﾀﾆｸﾞﾁ ﾀｶﾉﾌﾞ
谷口　隆信

1

1



番号
専任等
区　分

職　位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

月　額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
担　当
単位数

年　間
開講数

現職
（就任年月）

申請に 係 る大

学等の職務に

従事する 週当

た り 平 均 日 数

配当
年次

選択必修コースⅠ・Ⅳ（生
体構造機能蛋白・病態解
析コース）

3・4 後 0.1 1

選択必修コース【生化学
講座（機能分子科学分
野）】

3 後 0.7 1

代謝栄養学 1 後 0.1 1

薬理学 2 後 0.3 1

薬理学実習 3 前 1.0 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（糖
尿病：内分泌Up・Dateコー
ス）

3・4 後 0.1 1

薬理学 2 後 0.2 1

医学チュートリアルⅠ 1 前 0.8 1

病理学 2 後 1.2 1

腫瘍学１ 3 後 0.1 1

病理学実習 3 前 0.3 1

医学英語IVA 3 後 0.5 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.5 1

医学研究特論 4 前 3.0 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（加
齢と適応の医学コース）

3・4 後 0.1 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（Ｅ
ＢＭ・ＣＰＣコース）

3・4 後 0.5 1

選択必修コース【病理学
講座（腫瘍病理分野）】

3 後 0.7 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 1.3 1

免疫学 2 前 0.2 1

免疫学実習 2 前 0.4 1

病理学 2 後 0.2 1

病理学実習 3 前 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（Ｅ
ＢＭ・ＣＰＣコース）

3・4 後 0.5 1

選択必修コース【病理学
講座（免疫病理分野）】

3 後 0.5 1

免疫学 2 前 0.2 1

免疫学実習 2 前 0.2 1

微生物学 2 後 2.0 1

基礎医学特論 2 後 0.1 1

微生物学実習 3 前 0.5 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ（臨
床感染症学コース）

3・4 後 0.1 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ（生
体構造機能蛋白・病態解
析コース）

3・4 後 0.1 1

選択必修コース【微生物
学講座】

3 後 0.5 1

感染免疫学 1 後 0.5 1

基礎医学特論 2 後 0.1 1

医療概論３ 3 前 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

衛生・公衆衛生学 4 前 0.7 1

衛生・公衆衛生実習 4 後 0.7 1

健康弱者のための医学 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

環境科学 1・2 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 1.5 1

選択必修コース【「健康に
関わる研究の実際」コー
ス】

3 後 0.3 1

国際保健看護論 4 前 0.1 1

公衆衛生看護活動論Ⅰ 3 前 0.1 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

早期体験実習Ⅰ 1 前 0.3 1

早期体験実習Ⅱ 2 前 0.5 1

医療概論Ⅱ 2 前 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

環境科学 1・2 前 0.1 1

衛生・公衆衛生学 4 前 0.3 1

衛生・公衆衛生実習 4 後 0.7 1

専 教授
ﾜｶﾐﾔ ﾉﾌﾞﾀｶ
若宮　伸隆

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成12年11月）

5日

理学博士 旭川医科大学医学部・
教授

（平成11年8月）

5日6 専 教授
ｽｽﾞｷ ﾋﾛｼ
鈴木　裕

7 専 教授
ｳｼｸﾋﾞ ﾌﾐﾀｶ
牛首　文隆

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成10年10月）

5日

8 専 教授
ﾆｼｶﾜ ﾕｳｼﾞ
西川　祐司

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成21年11月）

5日

10

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成23年7月）

5日9 専 教授
ｺﾊﾞﾔｼ ﾋﾛﾔ
小林　博也

11 専 教授
ﾖｼﾀﾞ ﾀｶﾋｺ
吉田　貴彦

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成12年1月）

5日
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番号
専任等
区　分

職　位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

月　額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
担　当
単位数

年　間
開講数

現職
（就任年月）

申請に 係 る大

学等の職務に

従事する 週当

た り 平 均 日 数

配当
年次

臨床疫学 4 後 0.5 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

医学研究特論 4 前 1.5 1

選択必修コース【「健康に
関わる研究の実際」コー
ス】

3 後 0.3 1

疫学Ⅰ 2 前 0.4 1

保健統計Ⅰ 2 前 0.3 1

早期体験実習Ⅱ 2 前 0.1 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

医学チュートリアルⅡ 2 前 1.0 1

免疫学実習 2 前 0.2 1

寄生虫学 2 後 1.0 1

基礎医学特論 2 後 0.1 1

寄生虫学実習 3 前 0.5 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 3.0 1

選択必修コース【研究活
動の体験】

3 後 0.7 1

環境科学 1・2 前 0.1 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.9 1

免疫学実習 2 前 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

法医学 4 前 0.7 1

法医学実習 4 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

医用物理学 1 通 0.2 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

心配病態制御医学 3 前 0.6 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

医療情報学 4 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

医学研究特論 4 前 1.5 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（加
齢と適応の医学コース）

3・4 後 0.1 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（糖
尿病：内分泌Up・Dateコー
ス）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 6.9 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

臨床実習Ⅱ 5 通 8.4 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 6.4 1

生体調節医学 3 後 0.3 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

腫瘍学１ 3 後 0.1 1

消化器医学 3 前 0.2 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

腫瘍学２ 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ
（ニューロサイエンスコー
ス）

3・4 後 0.1 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（漢
方医学コース）

3・4 後 0.1 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（Ｅ
ＢＭ・ＣＰＣコース）

3・4 後 0.3 1

臨床実習Ⅱ 5 通 8.3 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 5.6 1

精神・神経病態医学 3 後 1.0 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 1.3 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（睡
眠医学コース）

3・4 後 0.3 1

臨床実習Ⅱ 5 通 3.9 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.5 1

生体防御医学 3 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

生殖発達医学 4 前 0.2 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 1.3 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ（臨
床薬理学コース）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 11.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 9.3 1

13 専 教授
ｻｺ ﾔｽﾋﾄ
迫　康仁

博士（獣医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成25年5月）

5日

12 専 教授
ｻｲｼﾞﾖｳ ﾔｽｱｷ

西條　泰明
博士（医学）

旭川医科大学医学部・
教授

（平成21年9月）

5日

ｼﾐｽﾞ ｹｲｺ
清水　惠子

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成17年11月）

5日14 専 教授

15 専 教授
ﾊｾﾍﾞ ﾅｵﾕｷ

長谷部　直幸
博士（医学）

旭川医科大学医学部・
教授

（平成19年6月）
5日

博士（医学）

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成14年12月）

5日

19 専 教授

ｱｽﾞﾏ ﾋﾛｼ
東　寛 博士（医学）

旭川医科大学医学部・
教授

（平成29年9月）
5日16 専 教授

ｵｵﾀ ﾂｸﾞﾋﾄ
太田　嗣人

17 専 教授
ｵｸﾑﾗ ﾄｼｶﾂ
奥村　利勝

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成09年9月）

5日18 専 教授
ﾁﾊﾞ ｼｹﾞﾙ
千葉　茂

旭川医科大学医学部・
教授

（平成23年8月） 5日
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番号
専任等
区　分

職　位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

月　額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
担　当
単位数

年　間
開講数

現職
（就任年月）

申請に 係 る大

学等の職務に

従事する 週当

た り 平 均 日 数

配当
年次

医療概論３ 3 前 0.1 1

心配病態制御医学 3 前 0.2 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 3.0 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

心配病態制御医学 3 前 0.2 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 3.0 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

医療概論３ 3 前 0.1 1

腫瘍学１ 3 後 0.1 1

消化器医学 3 前 0.1 1

医学英語IVA 3 後 1.0 1

腫瘍学２ 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 1.0 1

医学研究特論 4 前 9.0 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

整形外科学 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

医学研究特論 4 前 1.5 1

臨床実習Ⅳ 5 通 1.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

医療概論３ 3 前 0.4 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

感覚器病態医学 3 後 0.6 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ（生
体構造機能蛋白・病態解
析コース）

3・4 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 1.8 1

看護管理論 4 前 0.1 1

臨床実習Ⅲ 5 通 3.1 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.8 1

生体調節医学 3 後 0.0 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

医学研究特論 4 前 1.5 1

臨床実習Ⅲ 5 通 3.4 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 2.4 1

感覚器病態医学 3 後 0.2 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

医学研究特論 4 前 1.8 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.8 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.8 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.5 1

生殖発達医学 4 前 0.2 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.5 1

医学研究特論 4 前 4.5 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ（臨
床薬理学コース）

3・4 後 0.1 1

助産活動論Ⅰ 3 後 0.1 1

臨床実習Ⅰ 5 通 4.1 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.3 1

臨床放射線学 4 前 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.9 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 3.2 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

麻酔・集中治療学 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.7 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ（臨
床薬理学コース）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.0 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.7 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

精神・神経病態医学 3 後 0.1 1

腫瘍学２ 4 前 0.1 1

20 専
ｱｽﾞﾏ ﾉﾌﾞﾖｼ
東　信良

教授 博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成24年6月）

5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成26年3月）

5日21 専 教授
ｶﾐﾔ ﾋﾛﾕｷ
紙谷　寛之

22 専 教授
ﾌﾙｶﾜ ﾋﾛﾕｷ
古川　博之

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成22年1月）

5日

23 専 教授
ｲﾄｳ ﾋﾛｼ
伊藤　浩

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成24年5月）

5日

24 専 教授
ﾔﾏﾓﾄ ｱｹﾐ
山本　明美

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成26年7月）

5日

25 専 教授
ｶｷｻﾞｷ ﾋﾃﾞﾋﾛ
柿崎　秀宏

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成17年6月）

5日

26 専 教授
ﾊﾗﾌﾞﾁ ﾔｽｱｷ
原渕　保明

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成10年11月）

5日

27 専 教授
ｾﾝｺﾞｸ ｶｽﾞｵ
千石　一雄

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成17年4月）

5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成26年1月）

5日28 専 教授
ﾀｶﾊｼ ｺｳｼﾞ
髙橋　康二

29 専 教授
ｸﾆｻﾜ ﾀｶﾕｷ
國澤　卓之

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成27年10月）

5日
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番号
専任等
区　分

職　位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

月　額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
担　当
単位数

年　間
開講数

現職
（就任年月）

申請に 係 る大

学等の職務に

従事する 週当

た り 平 均 日 数

配当
年次

医学英語IVA 3 後 0.2 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

医学研究特論 4 前 1.8 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ
（ニューロサイエンスコー
ス）

3・4 後 0.1 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

臨床検査学 4 後 0.2 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 3.0 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（糖
尿病：内分泌Up・Dateコー
ス）

3・4 後 0.1 1

免疫学実習 2 前 0.1 1

医療安全 4 後 0.2 1

臨床検査論 4 前 0.2 1

臨床実習Ⅰ 5 通 4.8 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 1.3 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医療概論４ 4 後 0.2 1

麻酔・集中治療学 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.7 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ（臨
床薬理学コース）

3・4 後 0.1 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（救
急・プライマリーケアコー
ス）

3・4 後 0.2 1

臨床実習Ⅳ 5 通 2.5 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

腫瘍学１ 3 後 0.1 1

健康弱者のための医学 4 前 1.1 1

リハビリテーション看護学 2 前 0.3 1

臨床実習Ⅲ 5 通 9.2 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 2.7 1

感覚器病態医学 3 後 0.1 1

医療情報学 4 後 0.2 1

臨床実習Ⅲ 5 通 1.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

腫瘍学１ 3 後 0.1 1

心配病態制御医学 3 前 0.6 1

腫瘍学２ 4 前 0.1 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（加
齢と適応の医学コース）

3・4 後 0.1 1

臨床薬剤・薬理・治療学 4 通 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 6.9 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

36 専 教授  ﾋﾗﾀ ｻﾄｼ平田　哲 博士（医学） 消化器医学 3 前 0.1 1
旭川医科大学医学部・

教授
（平成20年5月）

5日

病理学 2 後 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 7.2 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 2.7 1

腫瘍学１ 3 後 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 7.2 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 2.7 1

39 専 教授
ﾀｻｷ ﾖｼｶｽﾞ
田﨑　嘉一

博士（薬学）
選択必修コースⅠ・Ⅳ（臨
床薬理学コース）

3・4 後 0.1 1
旭川医科大学医学部・

教授
（平成25年5月）

5日

機能形態基礎医学Ⅱ 2 後 0.3 1

基礎医学特論 2 後 0.1 1

形態学実習Ⅱ 2 後 2.2 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語IVＢ 4 前 0.3 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ
（感覚器医学の最先端
コース）

3・4 後 0.1 1

医学研究特論 4 通 2.3 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ
（ニューロサイエンス
コース）

3・4 後 0.1 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 4.0 1

医学チュートリアルⅡ 2 前 1.0 1

機能形態基礎医学Ⅰ 2 前 0.7 1

形態学実習Ⅰ 2 前 0.5 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

形態学実習Ⅱ 2 後 0.3 1

旭川医科大学医学部・
准教授

（平成25年4月）
5日博士（医学）

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成27年5月）

5日専 准教授
ｺｳｶﾞ ﾀﾞｲｽｹ
甲賀　大輔

専 准教授
ﾊﾞﾝﾄﾞｳ ﾖｼｵ
板東　良雄

博士（医学） 旭川医科大学医学部・
教授

（平成22年1月）

5日30 専 教授
ｶﾏﾀﾞ ｷﾖｳｽｹ
鎌田　恭輔

旭川医科大学医学部・
教授

（平成22年9月）
5日32 専

31 専 教授
ﾌｼﾞｲ ｻﾄｼ
藤井　聡

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成26年4月）

5日

博士（医学）教授
ﾌｼﾞﾀ ｻﾄｼ
藤田　智

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成23年6月）

5日33 専 教授
ｵｵﾀ ﾃﾂｵ

大田　哲生

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成11年6月）

5日

35 専 教授
ｵｵｻｷ ﾖｼﾉﾌﾞ
大崎　能伸

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成20年5月）

5日

34 専 教授
ﾋﾛｶﾜ ﾋﾛﾕｷ
廣川　博之

37 専 教授
ﾀｹｲ ﾋﾃﾞﾋﾛ
武井　英博

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成27年5月）

5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

教授
（平成20年5月）

5日38 専 教授
ﾐﾖｶﾜ ﾅｵﾕｷ

三代川　斉之

40
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番号
専任等
区　分

職　位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

月　額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
担　当
単位数

年　間
開講数

現職
（就任年月）

申請に 係 る大

学等の職務に

従事する 週当

た り 平 均 日 数

配当
年次

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コース【「免疫組
織化学の原理と実際」コー
ス】

3 後 0.7 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 1.3 1

医学チュートリアルⅡ 2 前 0.4 1

生化学１ 2 前 0.9 1

生化学実習 2 前 1.0 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コース【生化学
講座（細胞制御科学分
野）】

3 後 0.5 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 3.0 1

選択必修コース【生化学
講座（機能分子科学分
野）】

3 後 0.7 1

生化学１ 2 前 1.0 1

生化学実習 2 前 1.0 1

基礎医学特論 2 後 0.1 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ（生
体構造機能蛋白・病態解
析コース）

3・4 後 0.1 1

代謝栄養学 1 後 0.1 1

薬理学 2 後 0.4 1

基礎医学特論 2 後 0.1 1

薬理学実習 3 前 1.0 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

薬理学 2 後 0.2 1

免疫学実習 2 前 0.2 1

微生物学 2 後 2.0 1

微生物学実習 3 前 0.5 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コース【微生物
学講座】

3 後 0.5 1

医学チュートリアルⅡ 2 前 1.0 1

基礎医学特論 2 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

衛生・公衆衛生学 4 前 0.2 1

衛生・公衆衛生実習 4 後 0.7 1

臨床疫学 4 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

医学研究特論 4 前 1.5 1

選択必修コース【「健康に
関わる研究の実際」コー
ス】

3 後 0.3 1

疫学Ⅰ 2 前 0.3 1

保健統計Ⅰ 2 前 0.1 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

医学チュートリアルⅡ 2 前 1.0 1

免疫学 2 前 0.3 1

免疫学実習 2 前 0.2 1

寄生虫学 2 後 1.0 1

寄生虫学実習 3 前 0.5 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 3.0 1

選択必修コース【研究活
動の体験】

3 後 0.7 1

環境科学 1・2 前 0.1 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.9 1

免疫学実習 2 前 0.1 1

基礎医学特論 2 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

法医学実習 4 後 0.0 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

生体調節医学 3 後 0.3 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

41

理学博士42
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成12年5月）

5日

46

43 専 准教授
ﾀﾞｲﾎ ﾀｶｼ

大保　貴嗣
理学博士

旭川医科大学医学部・
准教授

（平成16年3月）
5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成24年4月）

5日

専 准教授
ｶﾄｳ ﾂﾖｼ

加藤　剛志

44 専 准教授
ﾕｳｷ ｺｳｲﾁ
結城　幸一

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成25年4月）

5日45 専 准教授
ｵｵﾀﾆ ｶﾂｷ
大谷　克城

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成23年11月）

5日専 准教授
ﾖｼｵｶ ｴｲｼﾞ
吉岡　英治

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成19年4月）

5日47 専 准教授
ﾅｶｵ ﾐﾉﾙ
中尾　稔

48 専 准教授
ｱｻﾘ ﾏｻﾙ
浅利　優

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成27年1月）

5日
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番号
専任等
区　分

職　位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

月　額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
担　当
単位数

年　間
開講数

現職
（就任年月）

申請に 係 る大

学等の職務に

従事する 週当

た り 平 均 日 数

配当
年次

医学研究特論 4 前 1.5 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（加
齢と適応の医学コース）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 6.9 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

生体調節医学 3 後 0.4 1

生体防御医学 3 後 0.4 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.9 1

臨床実習Ⅱ 5 通 8.4 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 6.4 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

腫瘍学１ 3 後 0.1 1

消化器医学 3 前 0.6 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ（生
体構造機能蛋白・病態解
析コース）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 8.3 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 5.6 1

臨床実習Ⅱ 5 通 8.3 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 5.6 1

精神・神経病態医学 3 後 0.3 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 1.3 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ（臨
床薬理学コース）

3・4 後 0.1 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（睡
眠医学コース）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 3.9 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.5 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

生殖発達医学 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 1.3 1

助産活動論Ⅲ 4 前 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 11.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 9.3 1

感覚器病態医学 3 後 0.2 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 1.8 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ（臨
床薬理学コース）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅲ 5 通 3.1 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.8 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

健康弱者のための医学 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

医学研究特論 4 前 1.8 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（感
覚器医学の最先端コー
ス）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.8 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.8 1

医療安全 4 後 0.1 1

感覚器病態医学 3 後 0.1 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（感
覚器医学の最先端コー
ス）

3・4 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

医学研究特論 4 前 1.8 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.8 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.8 1

医用機器学 2 前 0.2 1

精神・神経病態医学 3 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

臨床放射線学 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.9 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.7 1

博士（医学） 旭川医科大学医学部・
准教授

（平成29年5月）

5日49 専 准教授
ﾌｼﾞﾉ ﾀｶﾕｷ
藤野　貴行

50 専 准教授
ﾏｷﾉ ﾕｳｲﾁ
牧野　雄一

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成23年10月）

5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成20年4月）

5日

52 専 准教授
ﾐｽﾞｶﾐ ﾕｳｽｹ
水上　裕輔

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成29年1月）

5日

51 専 准教授
ﾌｼﾞﾔ ﾐｷﾋﾛ
藤谷　幹浩

53 専 准教授
ﾀﾑﾗ ﾖｼﾕｷ
田村　義之

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成20年4月）

5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成29年2月）

5日54 専 准教授
ﾅｶﾞﾔ ｹﾝ
長屋　建

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成26年9月）

5日55 専 准教授
ﾎﾝﾏ ﾏｻﾙ
本間　大

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成28年10月）

58 専 准教授
ｵｷｻﾞｷ ｱﾂﾀｶ
沖崎　貴琢

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成27年2月）

5日

5日

57 専 准教授
ﾊﾔｼ ﾀﾂﾔ
林　達哉

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成18年10月）

5日

56 専 准教授
ｶﾀﾀﾞ ｱｷﾋﾛ
片田　彰博
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番号
専任等
区　分

職　位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等
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た り 平 均 日 数

配当
年次

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 3.2 1

感覚器病態医学 3 後 0.2 1

医学英語IVA 3 後 0.5 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.5 1

医学研究特論 4 前 4.5 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（睡
眠医学コース）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅰ 5 通 3.6 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 1.0 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.7 1

医療概論４ 4 後 0.1 1

麻酔・集中治療学 4 前 0.1 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（救
急・プライマリーケアコー
ス）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅳ 5 通 2.5 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

医学チュートリアルⅢ 4 前 2.0 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医療概論４ 4 後 0.1 1

麻酔・集中治療学 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.7 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（救
急・プライマリーケアコー
ス）

3・4 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

臨床実習Ⅳ 5 通 2.5 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

早期体験実習Ⅰ 1 前 0.5 1

地域医療学 1 前 0.5 1

早期体験実習Ⅱ 2 前 0.5 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ（臨
床薬理学コース）

3・4 後 0.1 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（Ｅ
ＢＭ・ＣＰＣコース）

3・4 後 0.1 1

早期体験実習Ⅱ 2 前 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 4.8 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 1.8 1

情報統計学 1 前 1.0 1

統計学実習 1 後 0.5 1

情報リテラシー 1 前 1.0 1

免疫学 2 前 0.3 1

腫瘍学１ 3 後 0.1 1

生体防御医学 3 後 0.3 1

腫瘍学２ 4 前 0.1 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

薬理学 2 後 0.1 1

臨床薬剤・薬理・治療学 4 通 0.4 1

薬理学 2 後 0.2 1

心配病態制御医学 3 前 0.2 1

腫瘍学２ 4 前 0.1 1

生殖発達医学 4 前 0.1 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

機能形態基礎医学Ⅱ 2 後 0.2 1

生理学実習・演習 3 前 2.0 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コース【生理学
講座（自律機能分野）】

3 後 0.5 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

生理学実習・演習 3 前 2.0 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コース【生理学
講座（神経機能分野）】

3 後 0.5 1

形態機能学 1 通 0.8 1

生体観察実習 1 後 0.1 1

医学チュートリアルⅡ 2 前 0.2 1

生化学１ 2 前 1.0 1

生化学２ 2 前 1.0 1

生化学実習 2 前 1.0 1

68 専 講師
ﾉｸﾞﾁ ﾄﾓﾋﾛ
野口　智弘

博士（情報工
学）

旭川医科大学医学部・
講師

（平成24年6月）
5日

67 専 講師
ﾐﾔﾂﾞ ﾓﾄｲ
宮津　基

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成22年4月）

5日

旭川医科大学医学部・
准教授

（平成22年6月）
5日

61 専 准教授
ｺｷﾀ ﾅｵﾋﾛ
小北　直宏

60 専 准教授
ｵｶﾀﾞ ﾓﾄｲ
岡田　基

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成26年11月）

5日

59 専 准教授
ﾀｹｶﾜ ﾏｻﾉﾘ
竹川　政範

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成24年6月）

5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成21年2月）

5日

62 専 准教授
ﾉﾂﾞ ﾂｶｻ
野津　司

博士（医学）

博士（工学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成14年11月）

5日63 専 准教授
ﾀｶﾊｼ ﾀﾂﾋｻ
高橋　龍尚

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成16年10月）

5日64 専 准教授
ﾄﾘﾓﾄ ﾖｼﾋﾛ
鳥本　悦宏

博士（薬学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成26年4月）

5日

66 専 准教授
ｷﾀﾀﾞ ﾏｻﾋﾛ
北田　正博

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

准教授
（平成20年7月）

5日

専65 准教授
ﾌｸﾄﾞ ﾏｻﾋﾃﾞ
福土　将秀
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番号
専任等
区　分

職　位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

月　額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
担　当
単位数

年　間
開講数

現職
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申請に 係 る大

学等の職務に

従事する 週当

た り 平 均 日 数

配当
年次

基礎医学特論 2 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ（生
体構造機能蛋白・病態解
析コース）

3・4 後 0.1 1

選択必修コース【生化学
講座（細胞制御科学分
野）】

3 後 0.5 1

医用物理学 1 通 0.1 1

代謝栄養学 1 後 0.1 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

医学チュートリアルⅡ 2 前 1.0 1

生化学実習 2 前 1.0 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 3.0 1

選択必修コース【生化学
講座（機能分子科学分
野）】

3 後 0.7 1

病理学 2 後 0.4 1

基礎医学特論 2 後 0.1 1

病理学実習 3 前 0.3 1

医学英語IVA 3 後 0.5 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.5 1

医学研究特論 4 前 3.0 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（Ｅ
ＢＭ・ＣＰＣコース）

3・4 後 0.5 1

選択必修コース【病理学
講座（腫瘍病理分野）】

3 後 0.7 1

医療概論３ 3 前 0.4 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 1.3 1

医学チュートリアルⅡ 2 前 0.4 1

免疫学実習 2 前 0.4 1

病理学 2 後 0.5 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（Ｅ
ＢＭ・ＣＰＣコース）

3・4 後 0.5 1

選択必修コース【病理学
講座（免疫病理分野）】

3 後 0.5 1

免疫学 2 前 0.1 1

病理学実習 3 前 0.3 1

医学チュートリアルⅡ 2 前 0.3 1

免疫学 2 前 0.1 1

免疫学実習 2 前 0.4 1

基礎医学特論 2 後 0.1 1

腫瘍学１ 3 後 0.1 1

病理学実習 3 前 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コース【病理学
講座（免疫病理分野）】

3 後 0.5 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

医学チュートリアルⅡ 2 前 1.0 1

精神・神経病態医学 3 後 0.5 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

医学研究特論 4 前 1.5 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ
（ニューロサイエンスコー
ス）

3・4 後 0.1 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（加
齢と適応の医学コース）

3・4 後 0.1 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（臨
床遺伝学コース）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 6.9 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

心配病態制御医学 3 前 0.2 1

臨床実習Ⅱ 5 通 6.9 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

医療概論３ 3 前 0.4 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

健康弱者のための医学 4 前 0.1 1

臨床疫学 4 後 0.1 1

博士（理学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成25年10月）

5日69 専 講師
ﾔｻﾞﾜ ﾀｶｼ
矢澤　隆志

5日70 専 講師
ﾔﾏｻｷ ｶｽﾞｵ
山崎　和生

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成28年4月）

5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成29年4月）

5日73

博士（理学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成23年4月）

71 専 講師
ﾔﾏﾓﾄ ﾏｻﾋﾛ
山本　雅大

72 専 講師
ｱｲｻﾞﾜ ﾅｵｺ
相澤　直子

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成23年9月）

5日

専 講師
ｵｶﾞｻﾜﾗ ｼﾞﾕﾝｴﾂ
小笠原　準悦

講師
ﾀｹｳﾁ ﾄｼﾊﾙ
竹内　利治

博士（理学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成29年1月）

5日74

専 講師
ｵｵｸﾘ ﾀｶﾕｷ
大栗　敬幸

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成22年4月）

5日

76 専
旭川医科大学医学部・

講師
（平成25年4月）

5日

75 専 講師
ｶﾀﾔﾏ ﾀｶﾕｷ
片山　隆行

学士（医学）
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番号
専任等
区　分

職　位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

月　額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
担　当
単位数

年　間
開講数

現職
（就任年月）

申請に 係 る大

学等の職務に

従事する 週当

た り 平 均 日 数

配当
年次

選択必修コースⅠ・Ⅳ（臨
床薬理学コース）

3・4 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.9 1

臨床実習Ⅱ 5 通 8.4 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 6.4 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

消化器医学 3 前 0.3 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.9 1

臨床実習Ⅱ 5 通 8.4 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 6.4 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

生体防御医学 3 後 0.3 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

腫瘍学２ 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

臨床実習Ⅱ 5 通 8.3 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 5.6 1

生体防御医学 3 後 0.4 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 8.3 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 5.6 1

消化器医学 3 前 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ（臨
床薬理学コース）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 8.3 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 5.6 1

生殖発達医学 4 前 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 11.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 9.3 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

生体調節医学 3 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

生殖発達医学 4 前 0.2 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 1.3 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（糖
尿病：内分泌Up・Dateコー
ス）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 11.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 9.3 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

生殖発達医学 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

精神・神経病態医学 3 後 0.1 1

医学研究特論 4 前 1.3 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ
（ニューロサイエンスコー
ス）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 11.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 9.3 1

心配病態制御医学 3 前 0.1 1

生殖発達医学 4 前 0.1 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

心配病態制御医学 3 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 3.0 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

心配病態制御医学 3 前 0.1 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

生体防御医学 3 後 0.1 1

消化器医学 3 前 0.3 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

消化器医学 3 前 0.1 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成23年3月）

45

旭川医科大学医学部・
講師

（平成27年4月）
5日

79

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成23年10月）

5日

77 専 講師 ｱﾋﾞｺ ｱﾂｺ
安孫子　亜津子

博士（医学） 旭川医科大学医学部・
講師

（平成21年4月）

5日

78 専 講師
ｱｿｳ ｶｽﾞﾉﾌﾞ
麻生　和信

専 講師
ｲｸﾀ ｶﾂﾔ

生田　克哉

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成25年4月）

5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成26年9月）

5日

84 専 講師
ﾀｶﾊｼ ｻﾄﾙ
髙橋　悟

81 専 講師
ﾓﾘｲﾁ ｹﾝﾀﾛｳ
盛一　健太郎

82 専 講師
ｵｶﾓﾄ ﾄｼｵ
岡本　年男

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成29年7月）

5日

80 専 講師
ｼﾝﾄﾞｳ ﾓﾄﾋﾛ
進藤　基博

博士（医学）

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成20年10月）

5日

83 専 講師
ﾀﾅﾊｼ ﾕｳｽｹ
棚橋　祐典

専 講師
ｻｲﾄｳ ﾕｷﾋﾛ
齊藤　幸裕

講師
ｶﾜﾊﾗ ﾄｼﾔｽ
川原　敏靖

85 専 講師
ﾐﾔﾓﾄ ｶｽﾞﾄｼ
宮本　和俊

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成22年9月）

5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成26年7月）

5日

87 専 講師
ｺﾔ ｱﾂﾋﾛ

古屋　敦宏
学士（医学）

旭川医科大学医学部・
講師

（平成27年10月）
5日

86

89 専

88

専 講師
ﾊｾｶﾞﾜ ｷﾐﾊﾙ
長谷川　公治 学士（医学）

旭川医科大学医学部・
講師

（平成25年4月）
5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（ 成 年 ）

5日
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番号
専任等
区　分

職　位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

月　額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
担　当
単位数

年　間
開講数

現職
（就任年月）

申請に 係 る大

学等の職務に

従事する 週当

た り 平 均 日 数

配当
年次

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

消化器医学 3 前 0.4 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

消化器医学 3 前 0.1 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

整形外科学 4 前 0.4 1

臨床実習Ⅳ 5 通 1.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

腫瘍学２ 4 前 0.1 1

整形外科学 4 前 0.1 1

臨床実習Ⅳ 5 通 1.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

医用物理学 1 通 0.1 1

整形外科学 4 前 0.2 1

臨床実習Ⅳ 5 通 1.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

感覚器病態医学 3 後 0.1 1

臨床実習Ⅲ 5 通 3.1 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.8 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

感覚器病態医学 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 1.8 1

臨床実習Ⅲ 5 通 3.1 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.8 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

腫瘍学２ 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

生体調節医学 3 後 0.2 1

医学研究特論 4 前 1.5 1

臨床実習Ⅲ 5 通 3.4 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 2.4 1

生体調節医学 3 後 0.3 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

生殖発達医学 4 前 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

医学研究特論 4 前 1.5 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（加
齢と適応の医学コース）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅲ 5 通 3.4 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 2.4 1

感覚器病態医学 3 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.6 1

臨床実習Ⅲ 5 通 1.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

感覚器病態医学 3 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.6 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（感
覚器医学の最先端コー
ス）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅲ 5 通 1.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

医療概論３ 3 前 0.4 1

感覚器病態医学 3 後 0.3 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

医学研究特論 4 前 1.8 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.8 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.8 1

感覚器病態医学 3 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

腫瘍学２ 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

医学研究特論 4 前 1.8 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.8 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.8 1

生殖発達医学 4 前 0.3 1

医学英語IVA 3 後 0.5 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.5 1

91 専 講師

専 講師
ｲﾏｲ ｺｳｼﾞ

今井　浩二
博士（医学）

旭川医科大学医学部・
講師

（平成28年4月）
5日

（平成26年5月）

90

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成26年7月）

5日

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成28年4月）

5日

ﾏﾂﾉ ﾅｵﾄ
松野　直徒

92 専 講師
ｺﾊﾞﾔｼ ﾃﾂﾔ
小林　徹也

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成26年5月）

5日

95 専 講師

93 専 講師
ﾀﾝﾀﾞｲ ｽｽﾑ
丹代　晋

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成28年4月）

5日94 専 講師
ﾀﾆﾉ ﾋﾛﾏｻ
谷野　弘昌

ﾎﾘ ﾏｻｺ
堀　仁子

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成27年4月）

5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成27年4月）

5日

旭川医科大学医学部・
講師

（平成27年4月）
5日

96 専 講師
ｷｼﾍﾞ ﾏﾘ

岸部　麻里

5日

97 専 講師
ｱｽﾞﾐ ﾏｺﾄ
安住　誠

98 専 講師
ｷﾀ ﾏｻﾌﾐ
北　雅史

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成27年4月）

博士（医学）

99 専 講師
ｿｶﾞﾜ ｹﾝｼﾞ
十川　健司

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成29年4月）

5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成28年4月）

5日100 専 講師
ｶﾜｲ ﾓﾄﾌﾐ
川井　基史

101 専 講師
ｷｼﾍﾞ ｶﾝ
岸部　幹

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成29年3月）

5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成25年10月）

5日102 専 講師
ﾀｶﾊﾗ ﾐｷ
高原　幹
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番号
専任等
区　分

職　位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

月　額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
担　当
単位数

年　間
開講数

現職
（就任年月）

申請に 係 る大

学等の職務に

従事する 週当

た り 平 均 日 数

配当
年次

医学研究特論 4 前 4.5 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（糖
尿病：内分泌Up・Dateコー
ス）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅰ 5 通 4.1 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.3 1

生殖発達医学 4 前 0.1 1

臨床実習Ⅰ 5 通 4.1 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.3 1

腫瘍学２ 4 前 0.1 1

生殖発達医学 4 前 0.4 1

臨床実習Ⅰ 5 通 4.1 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.3 1

生殖発達医学 4 前 0.1 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（漢
方医学コース）

3・4 後 0.1 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（加
齢と適応の医学コース）

3・4 後 0.1 1

母性看護学 2 後 0.1 1

臨床実習Ⅰ 5 通 4.1 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.3 1

消化器医学 3 前 0.1 1

精神・神経病態医学 3 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

臨床放射線学 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.9 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 3.2 1

精神・神経病態医学 3 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

臨床放射線学 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医用機器学 2 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.9 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 3.2 1

腫瘍学１ 3 後 0.1 1

精神・神経病態医学 3 後 0.1 1

臨床放射線学 4 前 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.9 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 3.2 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

麻酔・集中治療学 4 前 0.2 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.7 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（感
覚器医学の最先端コー
ス）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.0 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.7 1

麻酔・集中治療学 4 前 0.1 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（感
覚器医学の最先端コー
ス）

3・4 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.7 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.0 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.7 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

医学研究特論 4 前 1.8 1

精神・神経病態医学 3 後 0.3 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

精神・神経病態医学 3 後 0.3 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

形態学実習Ⅱ 2 後 0.1 1

医学研究特論 4 前 1.8 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

講師
ﾐﾔﾓﾄ ﾄｼﾉﾌﾞ
宮本　敏伸

専 博士（医学） 旭川医科大学医学部・
講師

（平成21年6月）

5日

104 専 講師
ﾆｼﾜｷ ｸﾆﾋｺ
西脇　邦彦

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成24年4月）

5日

103

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成21年4月）

5日105 専 講師
ｶﾀﾔﾏ ﾋﾃﾞﾄ
片山　英人

ﾜﾀﾞ ﾊｼﾞﾒ
和田　始

106 専 講師
ｶﾄｳ ﾔｽﾋﾄ
加藤　育民

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成24年4月）

5日

旭川医科大学医学部・
講師

（平成27年8月）
5日

113 専 講師
ｱﾝｴｲ ﾘﾖｳｺﾞ
安栄　良悟

博士（医学）

旭川医科大学医学部・
講師

（平成20年4月） 5日

112 専 講師

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成28年12月）

5日107 専 講師
ﾔﾏｼﾅ ﾏｻｱｷ
山品　将祥

108 専 講師
ｻｻｷ ﾄﾓｱｷ

佐々木　智章
博士（医学）

旭川医科大学医学部・
講師

（平成26年4月）
5日

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成28年12月）

5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成28年12月）

5日

110 専 講師
ｻｻｶﾜ ﾄﾓｷ
笹川　智貴

博士（医学）

109 専 講師
ﾅｶｼﾞﾏ ｶｵﾘ
中島　香織

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成28年1月）

5日

111 専 講師
ｶﾝﾀﾞ ﾋﾛﾂｸﾞ
神田　浩嗣
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番号
専任等
区　分

職　位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

月　額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
担　当
単位数

年　間
開講数

現職
（就任年月）

申請に 係 る大

学等の職務に

従事する 週当

た り 平 均 日 数

配当
年次

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医療概論３ 3 前 0.4 1

生理学実習・演習 3 前 2.0 1

臨床検査学 4 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 3.0 1

臨床検査論 4 前 0.1 1

臨床実習Ⅰ 5 通 4.8 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 1.3 1

医学英語IVA 3 後 0.5 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.5 1

感覚器病態医学 3 後 0.1 1

臨床実習Ⅰ 5 通 3.6 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 1.0 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医療概論４ 4 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.7 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（救
急・プライマリーケアコー
ス）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅳ 5 通 2.5 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

臨床実習Ⅳ 5 通 2.5 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

118 専 講師
ﾀﾆ ﾕｳｼﾞ
谷　祐児

博士（商学） 医療情報学 4 後 0.5 1
旭川医科大学医学部・

講師
（平成28年4月）

5日

腫瘍学１ 3 後 0.1 1

健康弱者のための医学 4 前 0.1 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（全
人的医療・緩和ケアコー
ス）

3・4 後 0.4 1

医療概論１ 1 前 0.9 1

心理・コミュニケーション実
習

1 後 0.3 1

医療史・医療哲学 1 前 1.0 1

医学チュートリアルⅢ 4 前 2.0 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

麻酔・集中治療学 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.7 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.0 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.7 1

121 専 講師
ｶﾜﾀ ﾀﾞｲｽｹ
川田　大輔

学士（医学） 臨床実習選択Ⅱ 6 前 4.0 1
旭川医科大学医学部・

講師
（平成29年7月）

5日

122 専 助教
ﾅｶｻﾞﾜ ﾋﾄﾐ
中澤　瞳

博士（バイオサ
イエンス）

臨床実習選択Ⅱ 6 前 4.0 1
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年7月）

5日

医学チュートリアルⅡ 2 前 1.0 1

形態学実習Ⅱ 2 後 2.2 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語IVＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 4.0 1

形態学実習Ⅰ 2 前 0.4 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

形態学実習Ⅱ 2 後 0.3 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コース【生命科
学】

3 後 0.5 1

科学論文の読み方・書き
方

1 後 0.1 1

生体観察実習 1 後 0.1 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 1.3 1

医学チュートリアルⅡ 2 前 1.0 1

機能形態基礎医学Ⅱ 2 後 0.2 1

生理学実習・演習 3 前 2.0 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コース【生理学
講座（自律機能分野）】

3 後 0.5 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

123 専 助教
ﾉﾑﾗ ﾀｲﾁ

野村　太一
学士（医学）

旭川医科大学医学部・
助教

（平成27年4月）
5日

124 専 助教
ﾊﾙﾐ ﾀﾂｵ

春見　達郎
博士（学術）

旭川医科大学医学部・
助教

（平成6年4月）
5日

博士（理学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成22年4月）

5日125 専 助教
ﾀｹﾔ ｺｳｽｹ
竹谷　浩介

114 専 講師
ｱｶｻｶ ｶｽﾞﾐ
赤坂　和美

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成24年11月）

5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成25年12月）

5日115 専 講師
ﾖｼﾀﾞ ﾏｻﾂｸﾞ
吉田　将亜

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

講師
（平成29年4月）

5日

117 専 講師
ﾀﾝﾎﾟ ｱｷﾋﾄ

丹保　亜希仁
博士（医学）

旭川医科大学医学部・
講師

（平成29年4月）
5日

116 専 講師
ｺﾊﾞﾔｼ ｱﾂｼ
小林　厚志

旭川医科大学医学部・
講師

（平成29年7月）
5日

119 専 講師
ｱﾍﾞ ﾔｽｼ

阿部　泰之
学士（医学）

旭川医科大学医学部・
講師

（平成26年4月）
5日

120 専 講師
ｸﾛｻﾜ ｱﾂｼ
黒澤　温

博士（医学）
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番号
専任等
区　分

職　位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

月　額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
担　当
単位数

年　間
開講数

現職
（就任年月）

申請に 係 る大

学等の職務に

従事する 週当

た り 平 均 日 数

配当
年次

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

生理学実習・演習 3 前 2.0 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

選択必修コース【生理学
講座（自律機能分野）】

3 後 0.5 1

生体観察実習 1 後 0.1 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

医学チュートリアルⅡ 2 前 0.1 1

生理学実習・演習 3 前 2.0 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コース【生理学
講座（神経機能分野）】

3 後 0.5 1

医学チュートリアルⅡ 2 前 1.0 1

生理学実習・演習 3 前 2.0 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コース【生理学
講座（神経機能分野）】

3 後 0.5 1

医学チュートリアルⅡ 2 前 0.4 1

生化学実習 2 前 1.0 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コース【生化学
講座（細胞制御科学分
野）】

3 後 0.5 1

代謝栄養学 1 後 0.1 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

130 専 助教
ﾔｽﾀﾞ ｻﾄｼ
安田　哲

博士（理学） 医学チュートリアルⅡ 2 前 0.6 1
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年4月）

5日

医学チュートリアルⅡ 2 前 0.5 1

薬理学 2 後 0.1 1

薬理学実習 3 前 1.0 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

薬理学 2 後 0.1 1

医学チュートリアルⅡ 2 前 0.5 1

薬理学 2 後 0.1 1

薬理学実習 3 前 1.0 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

薬理学 2 後 0.1 1

133 専 助教
ｺﾞﾄｳ ﾏｻﾉﾘ
後藤　正憲

博士（医学） 臨床実習選択Ⅱ 6 前 1.3 1
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年5月）

5日

医学チュートリアルⅡ 2 前 0.9 1

病理学実習 3 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 3.0 1

選択必修コース【病理学
講座（腫瘍病理分野）】

3 後 0.7 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 1.3 1

135 専 助教
ｵｵｸﾘ ｱｹﾐ
大栗　朱

博士（理学） 医学チュートリアルⅡ 2 前 0.6 1
旭川医科大学医学部・

助教
（平成27年4月）

5日

医学チュートリアルⅡ 2 前 1.0 1

免疫学実習 2 前 0.2 1

微生物学 2 後 2.0 1

微生物学実習 3 前 0.5 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コース【微生物
学講座】

3 後 0.5 1

医学チュートリアルⅡ 2 前 1.0 1

免疫学実習 2 前 0.2 1

微生物学 2 後 2.0 1

微生物学実習 3 前 0.5 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

選択必修コース【微生物
学講座】

3 後 0.5 1

126 専 助教
ｶﾈｺ ﾄｼﾕｷ
金子　智之

博士（理学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成26年4月）

5日

博士（薬学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成22年4月）

5日

128 専 助教
ﾐﾔｿﾞﾉ ｻﾀﾞﾊﾙ
宮園　貞治

博士（理学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成23年6月）

5日

127 専 助教
ｻｻｼﾞﾏ ﾋﾄｼ
笹島　仁

129 専 助教
ｳﾜﾀﾞ ｼﾞﾕﾝｽｹ
宇和田　淳介

博士（理学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成26年12月）

5日

ｶｼﾜｷﾞ ﾋﾄｼ
柏木　仁

博士（薬学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成20年4月）

5日

博士（生物資源
学）

旭川医科大学医学部・
助教

（平成27年4月）
5日132 専 助教

ｲﾏﾐﾁ ﾖｼﾀｶ
今道　力敬

ｵｵｼｵ ﾀｶｺ
大塩　貴子

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成25年6月）

5日

131 専 助教

136 専 助教
ﾓﾘ ｹﾝｲﾁﾛｳ
森　健一郎

修士(科学)
旭川医科大学医学部・

助教
（平成23年4月）

5日

134 専 助教

5日137 専 助教
ﾏﾂﾀﾞ ﾔｽﾕｷ
松田　泰幸

博士（理学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成25年4月）
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番号
専任等
区　分

職　位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

月　額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
担　当
単位数

年　間
開講数

現職
（就任年月）

申請に 係 る大

学等の職務に

従事する 週当

た り 平 均 日 数

配当
年次

寄生虫学実習 3 前 0.5 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

免疫学実習 2 前 0.2 1

選択必修コース【研究活
動の体験】

3 後 0.7 1

寄生虫学 2 後 1.0 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.9 1

医学チュートリアルⅡ 2 前 1.0 1

免疫学実習 2 前 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

免疫学実習 2 前 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

法医学実習 4 後 0.0 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 2.3 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

心配病態制御医学 3 前 0.2 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 6.9 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

生体調節医学 3 後 0.1 1

臨床疫学 4 後 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 6.9 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

臨床実習Ⅱ 5 通 6.9 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

精神・神経病態医学 3 後 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 6.9 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

心配病態制御医学 3 前 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 6.9 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

消化器医学 3 前 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.9 1

臨床実習Ⅱ 5 通 8.4 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 6.4 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.9 1

臨床実習Ⅱ 5 通 8.4 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 6.4 1

生体防御医学 3 後 0.4 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.9 1

臨床実習Ⅱ 5 通 8.4 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 6.4 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（糖
尿病：内分泌Up・Dateコー
ス）

3・4 後 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.9 1

臨床実習Ⅱ 5 通 8.4 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 6.4 1

消化器医学 3 前 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 8.3 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 5.6 1

151 専 助教
ｶｼﾏ ｼﾝ
嘉島　伸

博士（医学） 消化器医学 3 前 0.1 1
旭川医科大学医学部・

助教
（平成24年10月）

5日

消化器医学 3 前 0.2 1

臨床実習Ⅱ 5 通 8.3 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 5.6 1

精神・神経病態医学 3 後 0.2 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 1.3 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（睡
眠医学コース）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 3.9 1

138 専 助教
ｻｻｷ ﾐｽﾞｷ

佐々木　瑞希
博士（獣医学）

旭川医科大学医学部・
助教

（平成26年5月）
5日

140 専 助教
ｵｸﾀﾞ ｶﾂﾋﾛ
奥田　勝博

博士（薬学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成26年4月）

5日

139 専 助教
ﾀﾅｶ ﾋﾛｷ

田中　宏樹

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成23年1月）

5日

142 専 助教
ﾅｶｶﾞﾜ ﾅｵｷ
中川　直樹

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成24年1月）

5日

141 専 助教
ﾔﾏﾓﾄ ﾔｽｼ
山本　泰司

修士（医科学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年4月）

5日

5日143 専 助教
ﾀﾞﾃ ｱﾕﾐ
伊達　歩

ｻﾜﾀﾞ ｼﾞﾕﾝ
澤田　潤

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成24年8月）

5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成19年8月）

5日145 専 助教
ﾀﾅﾍﾞ ﾔｽｺ
田邊　康子

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成29年4月）

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成17年6月）

5日

147 専 助教
ｷﾀﾉ ﾖｳﾍｲ
北野　陽平

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成24年4月）

5日

146 専 助教
ｵｶﾀﾞ ﾐﾂﾖｼ
岡田　充巧

144 専 助教

ﾌｼﾞﾀ ﾕｷﾋﾛ
藤田　征弘

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成21年4月）

5日

148 専 助教
ｵｶﾓﾄ ｹﾝｻｸ
岡本　健作

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成26年6月）

5日150 専 助教
ｺﾞﾄｳ ﾀｸﾏ

後藤　拓磨

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成18年8月）

5日

149 専 助教

152 専 助教
ｻﾜﾀﾞ ｺｳｼﾞ
澤田　康司

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成27年4月）

5日

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成20年4月）

5日153 専 助教
ﾖｼｻﾞﾜ ﾓﾝﾄﾞ
吉澤　門土
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番号
専任等
区　分

職　位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

月　額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
担　当
単位数

年　間
開講数

現職
（就任年月）

申請に 係 る大

学等の職務に

従事する 週当

た り 平 均 日 数

配当
年次

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.5 1

医学チュートリアルⅤ 4 後 0.2 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学研究特論 4 前 1.3 1

臨床実習Ⅱ 5 通 3.9 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.5 1

医学チュートリアルⅢ 4 前 2.0 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 1.3 1

精神・神経病態医学 3 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 3.9 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.5 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 1.3 1

臨床実習Ⅱ 5 通 3.9 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.5 1

医学チュートリアルⅤ 4 後 0.2 1

生体調節医学 3 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

生殖発達医学 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 1.3 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 11.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 9.3 1

臨床実習Ⅱ 5 通 11.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 9.3 1

臨床実習Ⅱ 5 通 11.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 9.3 1

臨床実習Ⅱ 5 通 11.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 9.3 1

生殖発達医学 4 前 0.1 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

心配病態制御医学 3 前 0.1 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.7 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（救
急・プライマリーケアコー
ス）

3・4 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.7 1

臨床実習Ⅳ 5 通 2.5 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

専 助教
ﾀｶｻｷ ﾋﾃﾞｷ
髙崎　英気

154 専 助教
ﾔｽﾀﾞ ｱｻﾐ
安田　麻美

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成27年4月）

5日

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成27年5月）

5日

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成26年7月）

5日

156 専 助教
ﾖｼﾊﾗ ｼﾝｽｹ
吉原　慎佑

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成24年4月）

5日

155

157 専 助教
ﾀｶﾊｼ ﾋﾛﾉﾘ
高橋　弘典

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年10月）

5日

159 専 助教
ｻﾗｼﾅ ﾀｹｵ
更科　岳大

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年4月）

5日

158 専 助教
ﾅｶｳ ｺｳｲﾁ
中右　弘一

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年4月）

5日160 専 助教
ｽｽﾞｷ ｼｹﾞﾙ
鈴木　滋

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成22年9月）

5日

162 専 助教
ｲｼｶﾜ ﾅﾂﾔ

石川　成津矢
学士（医学）

旭川医科大学医学部・
助教

（平成28年4月）
5日

161 専 助教
ﾋﾗｻﾜ ﾏｻﾄｼ
平澤　雅敏

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年11月）

5日163 専 助教
ｲｾ ﾊﾔﾄ

伊勢　隼人

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成22年4月）

5日

165 専 助教
ｷｸﾁ ｼﾝｽｹ
菊地　信介

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成24年7月）

5日

164 専 助教
ｳﾁﾀﾞ ﾀﾞｲｷ
内田　大貴

166 専 助教
ﾖｼﾀﾞ ﾕﾘ

吉田　有里
学士（医学）

旭川医科大学医学部・
助教

（平成29年4月）
5日

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成29年4月）

5日

168 専 助教
ｲｼﾊﾞｼ ｹｲ
石橋　佳

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成26年10月）

5日

167 専 助教
ｺﾊﾞﾔｼ ﾀﾞｲﾀ
小林　大太

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成26年7月）

5日169 専 助教
ﾅｶﾆｼ ｾﾝﾀﾛｳ
中西　仙太郎

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年4月）

5日

171 専 助教
ﾊｷﾞﾜﾗ ﾏｻﾋﾛ
萩原　正弘

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成27年1月）

5日

170 専 助教
ﾐﾔﾓﾄ ﾏｻｼ
宮本　正之
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番号
専任等
区　分

職　位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

月　額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
担　当
単位数

年　間
開講数

現職
（就任年月）

申請に 係 る大

学等の職務に

従事する 週当

た り 平 均 日 数

配当
年次

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

消化器医学 3 前 0.3 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

整形外科学 4 前 0.3 1

臨床実習Ⅳ 5 通 1.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

臨床実習Ⅳ 5 通 1.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

医学チュートリアルⅢ 4 前 1.0 1 ｙ

医学チュートリアルⅣ 4 前 1.0 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

臨床実習Ⅳ 5 通 1.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

医学研究特論 4 前 1.5 1

臨床実習Ⅳ 5 通 1.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

形態学実習Ⅰ 2 前 0.1 1

整形外科学 4 前 0.3 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

医学研究特論 4 前 1.5 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（糖
尿病：内分泌Up・Dateコー
ス）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅳ 5 通 1.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

整形外科学 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

医学研究特論 4 前 1.5 1

臨床実習Ⅳ 5 通 1.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

感覚器病態医学 3 後 0.1 1

腫瘍学２ 4 前 0.1 1

臨床実習Ⅲ 5 通 3.1 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.8 1

医学チュートリアルⅢ 4 前 2.0 1

医学研究特論 4 前 1.8 1

臨床実習Ⅲ 5 通 3.1 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.8 1

臨床実習Ⅲ 5 通 3.1 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.8 1

臨床実習Ⅲ 5 通 3.1 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.8 1

臨床実習Ⅲ 5 通 3.1 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.8 1

臨床実習Ⅲ 5 通 3.4 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 2.4 1

臨床実習Ⅲ 5 通 3.4 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 2.4 1

生体調節医学 3 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

医学研究特論 4 前 1.5 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ（生
体構造機能蛋白・病態解
析コース）

3・4 後 0.1 1

生体防御医学 3 後 0.1 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（漢
方医学コース）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅲ 5 通 3.4 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 2.4 1

172 専 助教
ﾀﾆ ﾁｶﾖｼ
谷　誓良

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成25年4月）

5日174 専 助教
ｱｻｲ ｹｲｺ

浅井　慶子

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年4月）

5日

ｲﾘｴ ﾄｵﾙ
入江　徹

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成18年11月）

5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年4月）

5日

173 専 助教
ｼﾖｳﾅｶ ﾀﾂﾔ
庄中　達也

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成26年4月）

5日

176 専 助教
ﾆｼﾀﾞ ﾔｽﾋﾛ
西田　恭博

177 専 助教
ｼﾞﾝﾎﾞ ｼｽﾞｵ
神保　静夫

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年4月）

180 専 助教
ﾐﾖｼ ﾅｵｷ

三好　直樹

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成26年5月）

5日

179 専 助教
ｱﾍﾞ ｻﾄﾐ

阿部　里見
博士（医学）

旭川医科大学医学部・
助教

（平成20年4月）
5日

178

ｳｴﾊﾗ ｼﾞﾛｳ
上原　治朗

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成20年12月）

5日

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成27年4月）

5日

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成25年4月）

5日

専 助教
ｻﾄｳ ﾀﾂﾔ

佐藤　達也

175 専 助教

182 専 助教
ｼﾌﾞﾔ ﾀｶｼ

澁谷　貴史

183 専 助教
ｲｲﾇﾏ ｼﾝ
飯沼　晋

5日
旭川医科大学医学部・

助教
（平成29年1月）

博士（医学）

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年10月）

5日

185 専 助教
ﾄﾞｲ ﾊﾙｷ

土井　春樹
学士（医学） 5日

旭川医科大学医学部・
助教

（平成27年4月）

184 専 助教
ｲﾜｻｷ ﾀｹｼ
岩﨑　剛志

181 専 助教

188 専 助教
ﾎﾘ ｼﾞﾕﾝｲﾁ
堀　淳一

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成29年4月）

5日

187 専 助教
ﾊﾞﾝｼﾞﾖｳ ﾋﾛｺ
萬上　弘子

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成29年4月）

5日

186 専 助教
ﾂﾁﾀﾞ ﾐﾕ

土田　美結

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成23年4月）

5日
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番号
専任等
区　分

職　位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

月　額
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（千円）

担当授業科目の名称
担　当
単位数
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（就任年月）

申請に 係 る大

学等の職務に

従事する 週当

た り 平 均 日 数

配当
年次

臨床実習Ⅲ 5 通 3.4 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 2.4 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

医学研究特論 4 前 1.5 1

生体調節医学 3 後 0.4 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（糖
尿病：内分泌Up・Dateコー
ス）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅲ 5 通 3.4 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 2.4 1

臨床実習Ⅲ 5 通 1.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

感覚器病態医学 3 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.6 1

臨床実習Ⅲ 5 通 1.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

感覚器病態医学 3 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.6 1

臨床実習Ⅲ 5 通 1.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

感覚器病態医学 3 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.6 1

臨床実習Ⅲ 5 通 1.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

臨床実習Ⅲ 5 通 1.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.6 1

臨床実習Ⅲ 5 通 1.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.8 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.8 1

生体調節医学 3 後 0.1 1

感覚器病態医学 3 後 0.2 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.8 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.8 1

感覚器病態医学 3 後 0.2 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（睡
眠医学コース）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.8 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.8 1

感覚器病態医学 3 後 0.3 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（加
齢と適応の医学コース）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.8 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.8 1

生殖発達医学 4 前 0.3 1

臨床実習Ⅰ 5 通 4.1 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.3 1

生殖発達医学 4 前 0.1 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

臨床実習Ⅰ 5 通 4.1 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.3 1

生殖発達医学 4 前 0.1 1

臨床実習Ⅰ 5 通 4.1 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.3 1

臨床実習Ⅰ 5 通 4.1 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.3 1

臨床実習Ⅰ 5 通 4.1 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.3 1

生殖発達医学 4 前 0.1 1

臨床実習Ⅰ 5 通 4.1 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.3 1

ﾜﾀﾞ ﾅｵｷ
和田　直樹

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成25年4月）

5日

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成27年4月）

5日190 専 助教
ﾀﾏｷ ｶﾞｸ
玉木　岳

189 専 助教

191 専 助教
ﾖｼｵｶ ﾀｶﾌﾐ
善岡　尊文

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成29年4月）

5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年4月）

5日

193 専 助教
ｵｵﾏｴ ﾂﾈｱｷ
大前　恒明

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成27年10月）

5日

192 専 助教
ｲｼｲ ﾉﾌﾞﾋﾄ
石居　信人

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成25年8月）

5日

195 専 助教
ｵｵﾉ ｼﾝｼﾞ
大野　晋治

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成29年4月）

5日

194 専 助教
ﾆｼｶﾜ ﾉﾘｺ
西川　典子

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年9月）

5日196 専 助教
ｲｼﾊﾞｻﾞﾜ ｱｷﾋﾛ
石羽澤　明弘

197 専 助教
ｸﾎﾞﾀ ｹｲｲﾁ

久保田　圭一
学士（医学）

旭川医科大学医学部・
助教

（平成28年7月）
5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成24年4月）

5日

5日

200 専 助教
ﾅｶﾞﾄ ﾄｼﾋﾛ
長門　利純

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成22年4月）

5日

199 専 助教
ｳｴﾀﾞ ｾｲｺﾞ
上田　征吾

198 専 助教
ﾉﾑﾗ ｹﾝｲﾁﾛｳ
野村　研一郎

5日201 専 助教
ｳｴﾀﾞ ﾋﾛﾄ

上田　寛人

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成21年4月）

203 専 助教
ﾀｶﾊｼ ﾄﾓｱｷ
高橋　知昭

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成26年4月）

5日

202 専 助教
ｲﾁｶﾜ ﾋﾃﾞﾄｼ
市川　英俊

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成23年4月）

5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成24年4月）

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成29年4月）

5日204 専 助教
ｶﾅｲ ｱｻｺ

金井　麻子

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成25年9月）

5日

206 専 助教
ﾖｼｻﾞﾜ ｱｷｺ

吉澤　明希子
学士（医学）

旭川医科大学医学部・
助教

（平成23年5月）
5日

205 専 助教
ﾀｶﾗﾀﾞ ｹﾝﾍﾟｲ
寳田　健平
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番号
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フリガナ
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年齢
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た り 平 均 日 数
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年次

形態学実習Ⅱ 2 後 0.1 1

医用機器学 2 前 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.9 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 3.2 1

医用物理学 1 通 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

臨床放射線学 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.9 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 3.2 1

形態学実習Ⅱ 2 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1
臨床放射線学 4 前 0.1 1
医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1
腫瘍学１ 3 後 0.1 1
医学研究特論 4 前 0.9 1
臨床実習Ⅲ 5 通 2.7 1
臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 3.2 1
医用物理学 1 通 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

臨床放射線学 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.9 1

環境科学 1・2 前 0.1 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 3.2 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

麻酔・集中治療学 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.7 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.0 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.7 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

麻酔・集中治療学 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.7 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.0 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.7 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

麻酔・集中治療学 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.7 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（感
覚器医学の最先端コー
ス）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.0 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.7 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.0 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.7 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.0 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.7 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

麻酔・集中治療学 4 前 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.7 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.0 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.7 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.0 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.7 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.0 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.7 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

麻酔・集中治療学 4 前 0.1 1

選択必修コースⅢ・Ⅵ（救
急・プライマリーケアコー
ス）

3・4 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.7 1

207 専 助教
ｲｼﾄﾔ ｼﾕﾝﾀ

石戸谷　俊太
博士（医学）

旭川医科大学医学部・
助教

（平成26年10月）
5日

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成20年4月）

5日208 専 助教
ﾔﾏｷ ﾄｼﾋﾛ
八巻　利弘

209 専 助教
ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾅｵﾌﾐ
渡邊　尚史

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成20年11月）

5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成23年1月）

5日210 専 助教
ﾅｶﾔﾏ ﾐﾁﾋﾛ
中山　理寛

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成22年7月）

5日

212 専 助教
ﾄｵﾔﾏ ﾕｳｷ
遠山　裕樹

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成24年4月）

5日

211 専 助教
ｲｲﾀﾞ ﾀｶﾌﾐ
飯田　高史

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成27年12月）

5日

214 専 助教
ﾀｶﾊｼ ｹｲﾔ
髙橋　桂哉

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成25年4月）

5日

213 専 助教
ｶﾝﾀﾞ ﾒｸﾞﾐ
神田　恵

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成29年9月）

5日

216 専 助教
ｲﾜｻｷ ﾊｼﾞﾒ
岩崎　肇

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成24年4月）

5日

215 専 助教
ﾔﾏｸﾞﾁ ﾀｸﾔ
山口　卓哉

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成29年4月）

5日

218 専 助教
ｲｽﾞﾐ ﾕｳｷ
和泉　裕己

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成29年4月）

5日

217 専 助教
ｸﾚ ｹﾝﾀ
呉　健太

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成27年4月）

5日219 専 助教
ﾊﾔｼ ｹﾝﾀﾛｳ
林　健太郎
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た り 平 均 日 数
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年次

臨床実習Ⅲ 5 通 2.0 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.7 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

精神・神経病態医学 3 後 0.3 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

精神・神経病態医学 3 後 0.3 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

医学研究特論 4 前 1.8 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

医学チュートリアルⅢ 4 前 2.0 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

医学チュートリアルⅣ 4 前 2.0 1

医学英語IVA 3 後 0.3 1

臨床検査学 4 後 0.4 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.3 1

医学研究特論 4 前 3.0 1

選択必修コースⅠ・Ⅳ（生
体構造機能蛋白・病態解
析コース）

3・4 後 0.1 1

臨床検査論 4 前 0.5 1

臨床実習Ⅰ 5 通 4.8 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 1.3 1

臨床実習Ⅰ 5 通 3.6 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 1.0 1

臨床実習Ⅰ 5 通 3.6 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 1.0 1

医療概論４ 4 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.7 1

臨床実習Ⅳ 5 通 2.5 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 0.7 1

医療概論４ 4 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.2 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.2 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 1.5 1

医学研究特論 4 前 0.7 1

臨床実習Ⅳ 5 通 1.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

医学チュートリアルⅥ 4 後 0.2 1

臨床実習Ⅲ 5 通 9.2 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 2.7 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（漢
方医学コース）

3・4 後 0.1 1

臨床実習Ⅲ 5 通 9.2 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 2.7 1

心配病態制御医学 3 前 0.1 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（加
齢と適応の医学コース）

3・4 後 0.1 1

症候別・課題別講義 4 通 0.1 1

臨床実習Ⅱ 5 通 6.9 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

臨床実習Ⅱ 5 通 6.9 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

心配病態制御医学 3 前 0.1 1

臨床実習Ⅰ 5 通 6.6 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

臨床実習Ⅱ 5 通 6.9 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 4.0 1

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年10月）

5日

221 専 助教
ｻｶﾞ ﾀｹﾋﾛ

嵯峨　健広

220 専 助教
ｻﾄｳ ﾏｺﾄ
佐藤　慎

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成29年7月）

5日

223 専 助教
ｵｶﾞﾜ ﾋﾛｼ

小川　博司
博士（医学）

旭川医科大学医学部・
助教

（平成25年10月）
5日

226 専 助教
ﾉﾛ ｼﾖｳﾍｲ
野呂　昇平

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成20年4月）

5日

225 専 助教
ｻｲﾄｳ ﾏｻﾄ
齊藤　仁十

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年10月）

5日

224 専 助教
ﾋﾛｼﾏ ｻﾄﾙ
広島　覚

専 助教
ﾀﾑﾗ ﾕｷｴ

田村　有希恵

227 専 助教
ｶﾜﾊﾞﾀ ｲｻｵ
河端　薫雄

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成29年6月）

5日

228 専 助教
ｻﾄｳ ﾋﾃﾞｱｷ
佐藤　栄晃

学士（歯学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成29年4月）

5日

博士（歯学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年10月）

5日229 専 助教
ｵｶﾞﾐ ｼﾞﾕﾝﾔ
小神　順也

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成5年4月）

5日

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年10月）

5日

222

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成27年11月）

5日

231 専 助教
ｾﾉｵ ｲﾂｾｲ
妹尾　一誠

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成22年12月）

5日

230 専 助教
ｶﾜｸﾞﾁ ｻﾄｼ
川口　哲

232 専 助教
ｵｲｶﾜ ｵｳ
及川　欧

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年4月）

5日

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成25年4月）

5日233 専 助教
ｻｲﾄｳ ﾂｶｻ
齋藤　司

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成27年4月）

5日

235 専 助教
ｵｸﾑﾗ ｼﾕﾝｽｹ
奥村　俊介

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成29年4月）

5日

234 専 助教
ｻｻｷ ﾀｶｱｷ

佐々木　高明

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成24年4月）

5日

237 専 助教
ﾐﾅﾐ ﾖｼﾉﾘ
南　幸範

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成27年2月）

5日

236 専 助教
ﾊﾔｼ ｻﾄｼ
林　諭史
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番号
専任等
区　分

職　位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

月　額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
担　当
単位数

年　間
開講数

現職
（就任年月）

申請に 係 る大

学等の職務に

従事する 週当

た り 平 均 日 数

配当
年次

臨床実習Ⅱ 5 通 7.2 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 2.7 1

臨床実習Ⅳ 5 通 1.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

医用機器学 2 前 0.1 1

形態学実習Ⅱ 2 後 0.1 1

医学英語IVA 3 後 0.1 1

医学英語ⅣＢ 4 前 0.1 1

医学研究特論 4 前 0.9 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 3.2 1

臨床実習Ⅲ 5 通 2.7 1

臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 3.2 1

選択必修コースⅡ・Ⅴ（加
齢と適応の医学コース）

3・4 後 0.1 1

心配病態制御医学 3 前 0.1 1
医学チュートリアルⅣ 4 前 2.0 1

臨床実習Ⅱ 5 通 4.8 1

臨床実習選択Ⅱ 6 前 1.8 1

健康弱者のための医学 4 前 0.1 1

生体調節医学 3 後 0.1 1

245 専 助教
ﾎﾘｺｼ ﾕｳｲﾁ
堀越　佑一

学士（医学） 臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 2.0 1
旭川医科大学医学部・

助教
（平成25年9月）

5日

246 専 助教
ﾅｶｼﾞﾏ ｼﾕﾝｽｹ

中嶋　駿介
学士（医学） 臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

旭川医科大学医学部・
助教

（平成26年4月）
5日

247 専 助教
ﾀｶｳｼﾞ ｼﾕｳﾍｲ

高氏　修平
学士（医学） 臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

旭川医科大学医学部・
助教

（平成28年4月）
5日

248 専 助教
ｴﾄｳ ﾕｶ

衛藤　由佳
学士（医学） 臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1

旭川医科大学医学部・
助教

（平成29年4月）
5日

249 専 助教
ｽｽﾞｷ ﾏｻｺ
鈴木　晶子

学士（医学） 臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 1.2 1
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年12月）

5日

250 専 助教
ｵﾉﾃﾞﾗ ﾖｼｺ

小野寺　美子
博士（医学） 臨床実習選択Ⅰ・Ⅱ 6 前 2.0 1

旭川医科大学医学部・
助教

（平成26年4月）
5日

238 専 助教
ﾕｻﾞﾜ ｻﾔｶ
湯澤　明夏

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成29年4月）

5日

5日

5日

241 専 助教
ﾀｶﾊﾞﾔｼ ｴﾘｺ
高林　江里子

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成26年5月）

5日

240 専 助教
ﾌｼﾞﾓﾄ ﾔｽｵﾐ
藤本　弥臣

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成27年4月）

239 専 助教
ｵｸﾔﾏ ﾀｶｼ
奥山　峰志

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成21年1月）

5日

244 専 助教
ﾏﾂｷ ﾓﾄｷ

松木　孝樹
博士（医学）

旭川医科大学医学部・
助教

（平成27年4月）
5日

243 専 助教
ｵｵﾋﾗ ﾏｽﾐ
大平　賀子

博士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成25年10月）

5日242 専 助教
ﾄﾖｼﾏ ｴﾘ

豊嶋　恵理

学士（医学）
旭川医科大学医学部・

助教
（平成28年6月）
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別記様式第３号（その３）

職　位 学　位 備　考

博　士 人 人 4 人 15 人 20 人 人 人 39 人

修　士 人 人 人 人 人 人 人 人

学　士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博　士 人 1 人 6 人 18 人 2 人 人 人 27 人

修　士 人 人 人 人 人 人 人 人

学　士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博　士 人 4 人 26 人 13 人 1 人 人 人 44 人

修　士 人 人 人 人 人 人 人 人

学　士 人 人 7 人 3 人 1 人 人 人 11 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博　士 人 31 人 29 人 6 人 人 人 人 66 人

修　士 人 2 人 人 人 人 人 人 2 人

学　士 3 人 28 人 27 人 3 人 人 人 人 61 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博　士 人 36 人 65 人 52 人 23 人 人 人 176 人

修　士 人 2 人 人 人 人 人 人 2 人

学　士 3 人 28 人 34 人 6 人 1 人 人 人 72 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

専任教員の年齢構成・学位保有状況

合　計

29歳以下

教　授

准教授

講　師

助　教

30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65～69歳 70歳以上 合　計
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